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法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究 

│ 『
華
厳
経
探
玄
記
』
篇
（
上
）

舘　
　

野　
　

正　
　

生

序

「
縁
起
相
由
」
と
は
、
華
厳
の
縁
起
で
あ
る
法
界
縁
起
の
様
相
を
顕
す
術
語
で
あ
り
、
中
国
華
厳
宗
第
三
祖
で
華
厳
思
想
の
大
成

者
と
さ
れ
る
法
蔵
（
六
四
三
〜
七
一
二
）
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
始
め
た
、
縁
起
し
て
い
る
事
事
物
物
（
諸
現
象
）
の
関
係
性
と
そ
の
構

造
を
、
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
と
い
う
特
徴
か
ら
表
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
「
縁
起
相
由
」
に
つ
い
て
、
鎌
田
茂
雄
氏
は
華
厳
思
想
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
（
1
）、

し
か
し
重
要
な
思

想
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
法
蔵
が
華
厳
思
想
を
明
ら
か
に
し
た
各
著
述
で
説
か
れ
る
内
容
や
位
置
付
け
な
ど
は
一
定
し
て
い
な
い
。

例
え
ば
『
華
厳
経
探
玄
記
』
で
は
諸
法
が
混
融
無
礙
な
る
こ
と
の
因
縁
と
し
て
十
類
が
挙
げ
ら
れ
る
中
の
第
一
番
目
で
あ
り
、『
華

厳
経
旨
帰
』
で
は
、
法
相
円
融
の
所
因
（
原
因
）
を
十
種
述
べ
る
中
の
第
九
番
目
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
二
書
に
於
け
る

一
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「
縁
起
相
由
」
の
扱
い
に
は
類
似
性
が
あ
る
が
、
こ
れ
に
対
し
『
華
厳
経
明
法
品
内
立
三
宝
章
』（『
三
宝
章
』）
の
巻
下
に
収
め
ら
れ

る
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
法
界
縁
起
の
要
を
四
門
挙
げ
る
中
の
第
一
番
目
と
さ
れ
、
ま
た
『
華
厳
五
教
章
』
で
は
法
界
縁
起
を

「
喩
え
を
以
て
略
し
て
示
す
」
中
で
同
内
容
の
概
念
を
述
べ
て
い
る
が
、
し
か
し
こ
こ
に
は
「
縁
起
相
由
」
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い

な
い
。
さ
ら
に
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
で
は
同
体
・
異
体
、
相
即
・
相
入
の
構
造
す
ら
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、「
縁
起
相
由
」
は
重
要
な
思
想
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
従
来
の
研
究
で
は
全
て
の
著
作
で
位
置
付
け
や
内
容
に

相
異
が
見
ら
れ
る
と
い
う
点
は
問
題
に
さ
れ
ず
に
き
た
。
そ
こ
で
こ
の
差
異
が
見
ら
れ
る
理
由
と
、
法
蔵
に
於
け
る
終
局
的
な
「
縁

起
相
由
」
の
内
容
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
筆
者
は
こ
れ
ま
で
に
、
推
定
さ
れ
る
撰
述
年
代
順
に
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』、『
華
厳
五
教

章
』、『
華
厳
経
旨
帰
』、『
三
宝
章
』「
法
界
縁
起
章
」
の
内
容
を
比
較
検
討
し
て
き
た
（
2
）。

そ
し
て
本
稿
は
そ
の
最
後
と
し
て
、
法
蔵

最
晩
年
の
思
想
が
提
示
さ
れ
た
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
内
容
を
調
査
す
る
も
の
と
な
る
。

一
、『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
時
期
と
「
縁
起
相
由
」
の
位
置

①　
『
探
玄
記
』
の
成
立
に
つ
い
て

『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
年
代
に
関
し
て
は
先
学
に
よ
っ
て
こ
れ
ま
で
に
次
の
よ
う
な
推
定
が
為
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
小
林
實
玄
氏
は
永
隆
元
年
（
六
八
〇
）
頃
か
ら
著
述
が
始
め
ら
れ
、
完
成
し
た
の
は
新
訳
『
華
厳
経
』
訳
了
の
聖
歴
二
年

（
六
九
九
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」
四
〇
頁
）。

次
に
鍵
主
良
敬
氏
は
『
寄
海
東
書
』
等
を
考
究
さ
れ
た
あ
と
で
、

二
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以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
す
れ
ば
、
本
書
の
撰
述
年
代
は
法
蔵
四
十
歳
頃
よ
り
着
手
し
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
手
を
入
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

（『
国
訳
一
切
経
、
和
漢
撰
述
部
、
経
疏
部
十
、
華
厳
経
探
玄
記
』「
解
題
」
五
三
二
頁
）

と
さ
れ
て
い
る
。
法
蔵
四
〇
歳
と
は
文
明
元
年
（
六
八
四
）
で
あ
り
、
こ
の
頃
か
ら
長
期
間
に
亙
る
も
の
と
見
ら
れ
て
い
る
。

次
に
吉
津
宜
英
氏
は
法
蔵
の
著
作
相
互
の
引
用
関
係
を
調
査
さ
れ
、
撰
述
の
開
始
は
証
聖
元
年
（
六
九
五
）、
成
立
し
た
の
は
長
安

元
年
（
七
〇
一
）
か
ら
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
（『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
第
二
章
「
法
蔵
の
伝
記
と
著
作
」、
第
三
節

「
法
蔵
の
著
作
に
つ
い
て
」
一
四
〇
〜
一
四
四
頁
）。

次
に
木
村
清
孝
氏
は
次
の
よ
う
に
さ
れ
る
。

法
蔵
の
魏
国
西
寺
時
代
（
六
八
七
〜
六
九
〇
）
か
ら
執
筆
さ
れ
始
め
、
長
寿
二
年
正
月
（
六
九
二
年
二
月
、
法
蔵
五
十
一
歳
）

ま
で
に
は
大
部
分
が
で
き
上
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
も
加
筆
さ
れ
、
完
成
し
た
の
は
証
聖
元
年
（
六
九
五
年
、
法
蔵

五
十
三
歳
）
か
ら
聖
歴
二
年
（
六
九
九
年
、
法
蔵
五
十
七
歳
）
の
間
で
あ
る
、
と
考
え
ら
れ
る
。

 

（『
中
国
華
厳
思
想
史
』
第
五
章
「
華
厳
教
学
の
大
成
」、
一
「
法
蔵
の
伝
記
と
著
作
」
一
六
一
頁
、
註
一
四
）

こ
の
よ
う
に
、『
探
玄
記
』
は
長
期
に
わ
た
り
加
筆
さ
れ
て
成
立
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
さ
ら
に
、
こ
の
「
加
筆
」
に

は
、
内
容
を
大
き
く
修
正
し
た
改
訂
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
『
三
宝
章
』
の
存
在
に
よ
っ
て
指
摘
し
た
い
。

『
三
宝
章
』
と
い
う
著
作
の
性
格
に
つ
い
て
木
村
清
孝
氏
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

三
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『
探
玄
記
』
に
「
三
宝
章
」
や
「
十
世
章
」
が
言
及
さ
れ
、
両
書
に
お
け
る
十
世
の
説
明
が
内
容
的
に
近
い
こ
と
、
問
題
別
で

論
述
が
必
ず
し
も
整
っ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
総
じ
て
『
探
玄
記
』
に
若
干
先
行
し
て
著
さ
れ
た
ノ
ー
ト
の
よ
う
な
も
の

を
原
型
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

（『
人
物　

中
国
の
仏
教　

法
蔵
』
九
二
頁
）

こ
こ
で
「
言
及
」
と
さ
れ
る
『
探
玄
記
』
の
原
文
を
確
認
す
る
と
、

此 

中
有
三
宝
章
如
別
説
。 

（
大
正
三
五
・
二
一
一
下
）

（
此
の
中
に
三
宝
章
有
る
は
別
に
説
け
る
が
如
し
。）

余 

義
如
十
世
章
弁
。 

（
同
・
四
二
三
下
）

（
余
の
義
は
十
世
章
に
弁
ず
る
が
如
し
。）

と
あ
り
、
こ
こ
で
は
『
探
玄
記
』
が
『
三
宝
章
』
に
含
ま
れ
る
二
章
に
解
釈
を
譲
っ
て
い
る
。
一
方
、『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」

は
『
三
宝
章
』
の
「
法
界
縁
起
章
」
に
説
明
を
譲
ら
ず
、
内
容
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
筆
者
は
か

つ
て
『
三
宝
章
』
の
「
法
界
縁
起
章
」
は
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
を
改
訂
す
る
た
め
の
前
段
階
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
あ

る
と
推
定
し
た
（「
法
蔵
撰
「
法
界
縁
起
章
」
の
研
究
」）。
以
上
を
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、『
三
宝
章
』
と
は
、『
探
玄
記
』
中
の
一
部
分

を
改
訂
す
る
た
め
に
書
か
れ
た
小
文
を
中
心
に
し
て
纏
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
ゆ
え
に
そ
の
存
在
こ
そ
が
、『
探
玄
記
』
に
大
き

な
改
訂
が
重
ね
ら
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
る
の
で
あ
る
。

四
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こ
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
は
長
期
に
亙
っ
て
加
筆
さ
れ
、
さ
ら
に
は
大
き
な
改
訂
も
施
さ
れ
つ
つ
現
在
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
に

な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
が
、
さ
ら
に
筆
者
は
次
の
点
か
ら
そ
の
改
訂
や
成
立
を
最
晩
年
に
ま
で
下
ろ
し
た
い
と
思
う
。
そ
れ

は
、
法
蔵
が
著
し
た
八
十
巻
『
華
厳
経
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
り
現
存
し
な
い
『
新
華
厳
経
略
疏
』
の
著
作
性
と
対
比
し
て
考
察

す
る
方
法
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

『
探
玄
記
』
は
六
十
巻
『
華
厳
経
』
に
対
す
る
註
釈
書
で
あ
る
が
、
法
蔵
は
聖
歴
二
年
（
六
九
九
）
に
訳
出
が
完
了
し
た
八
十
巻

『
華
厳
経
』
に
対
す
る
註
釈
を
『
新
華
厳
経
略
疏
』
の
題
名
の
下
に
執
筆
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
著
作
は
浄
法
寺
の
慧
苑
の
記

述
に
拠
れ
ば
、「
世
主
妙
厳
品
」（
巻
一
）
か
ら
「
十
行
品
」（
巻
一
九
・
二
〇
）
の
第
六
善
現
行
ま
で
、
さ
ら
に
「
十
定
品
」（
巻
四
〇

〜
四
三
）
の
九
定
に
つ
い
て
の
み
作
成
し
、
懸げ

ん

談だ
ん

と
「
十
行
品
」
か
ら
「
十
定
品
」
の
間
、「
十
定
品
」
の
十
定
以
降
は
作
成
さ
れ

な
か
っ
た
（『
続
華
厳
経
略
疏
刊
定
記
』
巻
一
、
続
蔵
一
│
五
│
一
・
一
右
上
）
と
さ
れ
る
よ
う
に
、
未
完
に
終
わ
っ
た
著
作
、
い
わ
ば
絶

筆
で
あ
る
。
坂
本
幸
男
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
法
蔵
は
六
十
巻
『
華
厳
経
』
に
は
無
い
箇
所
の
註
釈
を
急
ぐ
た
め
、
途
中
を
抜

か
し
て
執
筆
し
た
の
で
あ
ろ
う
（『
華
厳
教
学
の
研
究
』
一
九
頁
）。
つ
ま
り
、
六
十
巻
『
華
厳
経
』
に
重
な
る
部
分
の
註
釈
や
懸
談
は
、

『
探
玄
記
』
に
解
釈
を
譲
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
こ
れ
を
略
す
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ゆ
え
題
目
に

『
新
華
厳
経
略・

疏
』
と
「
略
」
の
字
が
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
最
晩
年
に
執
筆
し
て
い
た
著
作
の
、
特
に
重
要
な
懸
談

（
経
文
の
註
釈
で
あ
る
本
論
に
入
る
に
先
立
っ
て
、
序
論
と
し
て
一
書
全
体
の
要
点
・
綱
要
を
論
ず
る
箇
所
）
を
譲
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
は
、『
探
玄
記
』
に
明
か
さ
れ
て
い
る
思
想
が
晩
年
か
ら
最
晩
年
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
は

ず
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
、『
探
玄
記
』
は
長
期
に
亙
っ
て
作
成
さ
れ
、
さ
ら
に
一
旦
、
書
き
上
げ
た
後
も
最
晩
年
ま
で
改
訂
が
為
さ
れ
た

と
推
測
で
き
る
。
ゆ
え
に
『
探
玄
記
』
に
は
法
蔵
の
思
想
的
立
場
の
様
々
な
段
階
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
、
そ
の
記
述
を

五
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検
討
す
る
際
に
は
思
想
展
開
か
ら
捉
え
た
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
重
要
な
箇
所
に
つ
い
て
は
最
晩
年
ま
で
手
が
入
れ

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、『
探
玄
記
』
を
法
蔵
の
最
終
的
な
思
想
が
表
明
さ
れ
て
い
る
著
述
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
。

②
『
探
玄
記
』
の
構
成
に
つ
い
て

『
探
玄
記
』
は
全
体
が
次
の
十
門
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

一
、
教
起
の
所
由

二
、
蔵
部
に
約
し
て
所
摂
を
明
か
す

三
、
立
教
の
差
別

四
、
教
所
被
の
機

五
、
能
詮
の
教
体

六
、
所
詮
の
宗
趣

七
、
経
の
題
目
を
釈
す

八
、
部
類
伝
訳
を
明
か
す

九
、
文
義
の
分
斉
を
弁
ず

十
、
文
に
随
い
て
解
釈
す

六
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右
の
第
一
門
か
ら
第
九
門
ま
で
が
懸
談
に
相
当
し
、
第
十
の
「
文
に
随
い
て
解
釈
す
」
で
経
文
に
即
し
て
解
釈
が
な
さ
れ
て
ゆ
く

と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
第
九
「
義
理
の
分
斉
を
顕
す
（
3
）」

で
「
十
玄
」、「
十
義
」、「
十
由
」
が
説
か
れ
、
そ
の

「
十
由
」
に
て
「
縁
起
相
由
」
の
思
想
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

な
お
こ
の
『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
で
は
、
そ
れ
以
前
の
著
作
で
あ
る
「
法
界
縁
起
章
」
よ
り
も
さ
ら
に
同
体
・
異
体
、
相

即
・
相
入
の
語
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
便
宜
的
に
こ
の
名
称
を
使
用
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

二
、『
探
玄
記
』
の
十
由

十
由
の
一
段
は
ま
ず
次
の
よ
う
な
問
答
か
ら
始
め
ら
れ
て
い
る
。

問
、
有
何
因
縁
令
此
諸
法
得
有
如
是
混
融
無
礙
。

答
、
因
縁
無
量
難
可
具
陳
、
略
提
十
類
釈
此
無
礙
。
一
縁
起
相
由
故
。
二
法
性
融
通
故
。
三
各
唯
心
現
故
。
四
如
幻
不
実
故
。

五
大
小
無
定
故
。
六
無
限
因
生
故
。
七
果
徳
円
極
故
。
八
勝
通
自
在
故
。
九
三
昧
大
用
故
。
十
難
思
解
脱
故
。

 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
）

（
問
う
、
何
ら
の
因
縁
有
り
て
此
の
諸
法
を
し
て
是
く
の
如
き
混
融
無
礙
な
る
こ
と
有
る
を
得
せ
し
む
る
や
。

答
う
、
因
縁
無
量
に
し
て
具
さ
に
陳
ぶ
べ
き
こ
と
難
き
も
、
略
し
て
十
類
を
提
げ
て
此
の
無
礙
を
釈
せ
ん
。
一
に
は
縁
起
相
由

の
故
。
二
に
は
法
性
融
通
の
故
。
三
に
は
各
唯
心
現
の
故
。
四
に
は
如
幻
不
実
の
故
。
五
に
は
大
小
無
定
の
故
。
六
に
は
無
限

因
生
の
故
。
七
に
は
果
徳
円
極
の
故
。
八
に
は
勝
通
自
在
の
故
。
九
に
は
三
昧
大
用
の
故
。
十
に
は
難
思
解
脱
の
故
な
り
。）

七
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こ
こ
で
は
、
諸
法
を
混
融
無
礙
さ
せ
て
い
る
因
縁
を
問
い
、
こ
れ
に
答
え
て
「
十
類
を
提か

か

げ
て
無
礙
を
釈
す
」
と
し
て
十
の
類
別
が

列
名
さ
れ
る
。
こ
の
十
類
は
『
華
厳
経
旨
帰
』
の
「
釈
経
意
」
第
八
で
新
設
さ
れ
た
法
相
円
融
の
原
因
を
十
に
分
け
て
説
く
一
段
を

承
け
継
い
だ
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
次
の
如
く
列
名
の
順
序
と
名
目
が
若
干
、
異
な
っ
て
い
る
。

〈
図
一
〉『
華
厳
経
旨
帰
』
と
『
探
玄
記
』
に
於
け
る
十
由
の
名
目
の
相
異

　
『
華
厳
経
旨
帰
』 

　
『
探
玄
記
』

一
、
諸
法
無
定
相
故 

一
、
縁
起
相
由
故

二
、
唯
心
現
故 
二
、
法
性
融
通
故

三
、
如
幻
事
故 
三
、
各
唯
心
現
故

四
、
如
夢
現
故 

四
、
如
幻
不
実
故

五
、
勝
通
力
故 

五
、
大
小
無
定
故

六
、
深
定
用
故 

六
、
無
限
因
生
故

七
、
解
脱
力
故 

七
、
果
徳
円
極
故

八
、
因
無
限
故      

八
、
勝
通
自
在
故

九
、
縁
起
相
由
故 

九
、
三
昧
大
用
故

十
、
法
性
融
通
故 

十
、
難
思
解
脱
故

八
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名
目
に
つ
い
て
は
、
同
一
と
ま
で
は
い
え
な
い
も
の
の
、
ほ
ぼ
同
様
の
も
の
が
列
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
項
目
の
増
減
に
つ
い
て
は
、

『
旨
帰
』
の
考
察
（
4
）の

折
り
に
も
触
れ
た
よ
う
に
「
仏
の
力
」
が
示
さ
れ
な
い
な
ど
奇
異
に
感
じ
ら
れ
た
「
如
夢
現
故
」
が
除
か
れ
、

『
探
玄
記
』
で
は
新
た
に
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
順
列
は
大
き
く
異
な
っ
て

お
り
、
殊
に
『
旨
帰
』
で
改
訂
さ
れ
た
折
り
に
大
き
な
位
置
を
占
め
た
「
法
性
融
通
」
が
第
十
か
ら
第
二
へ
移
さ
れ
、
ま
た
「
縁
起

相
由
」
は
第
九
か
ら
第
一
へ
と
動
か
さ
れ
て
い
る
。

以
下
、『
探
玄
記
』
の
「
縁
起
相
由
」
の
思
想
を
、
直
前
の
「
法
界
縁
起
章
」
を
中
心
と
し
て
、
ま
た
必
要
に
よ
っ
て
は
そ
れ
以

前
の
内
容
と
対
比
し
て
詳
し
く
調
査
し
て
い
き
た
い
。

三
、「
一
、
縁
起
相
由
故
」
の
内
容
調
査

『
探
玄
記
』
で
は
、
列
名
に
続
い
て
す
ぐ
「
縁
起
相
由
故
（
5
）」

の
釈
に
入
る
。

初
縁
起
相
由
故
者
、
謂
大
法
界
中
縁
起
法
海
義
門
無
量
、
約
就
円
宗
略
挙
十
門
、
以
釈
前
義
。
謂
諸
縁
起
法
要
具
此
十
義
方
縁

起
故
欠
即
不
成
。 

（
同
・
一
二
四
上
）

（
初
め
に
縁
起
相
由
の
故
に
と
は
、
大
法
界
の
中
の
縁
起
法
海
は
義
門
無
量
な
る
も
、
円
宗
に
約
就
し
て
略
し
て
十
門
を
挙
げ
、

以
て
前
の
義
を
釈
せ
ん
と
す
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
謂
く
諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
此
の
十
義
を
具
し
て
方
に
縁
起
す
る
が
故

に
欠
せ
ば
即
ち
成
ぜ
ざ
る
な
り
。）

九
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こ
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
の
縁
起
相
由
は
そ
の
全
体
が
十
門
に
分
類
さ
れ
る
。

『
探
玄
記
』
に
至
る
ま
で
の
法
蔵
は
縁
起
相
由
の
思
想
に
対
し
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
三
門
に
分
類
す
る
と
明
示
さ
れ
て
い
な
が

ら
、
内
容
か
ら
は
九
門
の
分
類
で
あ
り
、
ま
た
『
旨
帰
』
で
は
分
類
が
明
示
さ
れ
ず
、
内
容
か
ら
五
門
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ

で
初
め
て
十
門
が
明
示
さ
れ
て
分
類
・
整
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
続
い
て
十
門
の
一
々
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。

①　

諸
縁
各
異
義

ま
ず
第
一
の
「
諸
縁
各
異
義
」
は
異
体
門
の
解
釈
で
あ
る
。

一
諸
縁
各
異
義
、
謂
大
縁
起
中
諸
縁
相
望
、
要
須
体
用
各
別
、
不
相
和
雑
方
成
縁
起
。
若
不
爾
者
、
諸
縁
雑
乱
失
本
縁
法
縁
起

不
成
。
此
即
諸
縁
各
各
守
自
一
也
。 

（
同
・
一
二
四
上
）

（
一
に
諸
縁
各
異
の
義
と
は
、
大
縁
起
の
中
に
は
諸
縁
相
い
望
む
に
、
要
ず
須
く
体
用
各
ゝ
別
な
る
も
、
相
い
和
雑
せ
ず
し
て

方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
若
し
爾
ら
ざ
れ
ば
、
諸
縁
雑
乱
し
て
本
の
縁
法
を
失
い
て
縁
起
成
ぜ
ざ
る
な
り
。
此

れ
即
ち
諸
縁
各
各
、
自
に
一
を
守
る
も
の
な
り
。）

傍
線
部
の
記
述
は
次
に
引
用
す
る
「
法
界
縁
起
章
」
の
第
一
「
縁
起
互
異
門
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。

初
縁
起
互
異
門
者
、
謂
於
無
尽
大
縁
起
中
、
諸
縁
相
望
、
体
用
各
別
、
不
相
参
雑
故
云
異
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）

（
初
め
に
縁
起
互
異
門
と
は
、
謂
く
無
尽
大
縁
起
中
に
於
て
は
、
諸
縁
相
い
望
む
に
、
体
用
各
ゝ
別
な
る
も
、
相
い
参
雑
せ
ざ

一
〇
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る
が
故
に
異
と
云
う
な
り
。）

両
者
の
相
違
点
と
し
て
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
組
織
の
標
示
の
折
り
に
こ
の
段
を
「
異
体
」
と
名
称
を
定
め
て
い
た
の
に
対

し
、『
探
玄
記
』
で
は
「
各
異
」
と
見
え
る
の
み
で
、「
異
体
」
の
名
が
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

②　

互
遍
相
資
義

第
二
の
「
互
遍
相
資
義
」
は
、
同
体
門
を
語
る
部
分
で
あ
る
。

二
互
遍
相
資
義
、
謂
此
諸
縁
要
互
相
遍
応
方
成
縁
起
。
且
如
一
縁
遍
応
多
縁
、
各
与
彼
多
全
為
一
。
故
此
一
即
具
多
箇
一
也
。

若
此
一
縁
不
具
多
一
、
即
資
応
不
遍
不
成
縁
起
。
此
即
一
一
各
具
一
切
一
也
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
）

（
二
に
互
遍
相
資
義
と
は
、
此
の
諸
縁
は
要
ず
互
い
に
相
い
遍
く
応
じ
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
且
く
一
縁

の
遍
く
多
縁
に
応
ず
る
が
如
く
な
れ
ば
、
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全
て
一
と
為
る
。
故
に
此
の
一
は
即
ち
多
箇
を
具
う
る
の

一
な
り
。
若
し
此
の
一
縁
に
多
一
を
具
せ
ざ
れ
ば
、
即
ち
資
け
応
ず
る
に
遍
ね
か
ら
ず
し
て
縁
起
を
成
ぜ
ず
。
此
れ
即
ち
一
一

は
各
ゝ
一
切
を
具
す
る
の
一
な
れ
ば
な
り
。）

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
次
の
「
諸
縁
互
応
門
」
の
説
示
が
該
当
す
る
。

二
諸
縁
互
応
門
者
、
謂
衆
縁
之
中
、
以
於
一
縁
応
多
縁
、
故
各
与
彼
多
全
為
其
一
。
是
故
此
一
具
多
箇
一
。
然
此
多
一
雖
由
本

一
一
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一
、
応
多
縁
故
有
此
多
一
、
然
与
本
一
体
無
差
別
、
是
故
名
為
同
体
門
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
、
謂
く
衆
縁
の
中
、
一
縁
に
於
い
て
多
縁
に
応
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全

て
其
れ
一
と
為
る
。
是
の
故
に
此
の
一
は
多
箇
を
具
う
る
の
一
な
り
。
然
し
て
此
の
多
の
一
は
本
の
一
に
由
る
と
雖
も
、
多
縁

に
応
ず
る
が
故
に
此
の
多
の
一
有
り
て
、
然
し
て
本
の
一
と
体
無
差
別
な
り
て
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
同
体
門
と
為
す
な
り
。）

先
の
異
体
門
の
説
示
ほ
ど
一
致
し
て
い
な
い
が
、
例
え
ば
傍
線
部
分
に
ほ
ぼ
同
文
が
み
え
る
よ
う
に
、
両
者
は
類
似
し
た
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
両
者
の
差
異
の
方
面
を
見
る
な
ら
ば
、『
探
玄
記
』
は
「
法
界
縁
起
章
」
に
「
相
い
遍
く
応
ず
る
」
と
「
資た

す

け
応
ず

る
」
の
特
質
を
導
入
し
た
も
の
と
い
え
、
ま
た
『
探
玄
記
』
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
「
本
一
」、「
多
一
」
の
語
を
用
い
て
い
な
い
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

③　

倶
存
無
礙
義

第
三
の
「
倶
存
無
礙
義
」
は
、
同
体
・
異
体
の
双
融
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
の
原
文
を
適
宜
、
前
・
後
半
に
分
け
る
）。

〈
前
半
〉

三
倶
存
無
礙
義
、
謂
凡
是
一
縁
要
具
前
二
方
成
縁
起
。
以
要
住
自
一
方
能
遍
応
、
遍
応
多
縁
方
是
一
故
。
是
故
唯
一
多
一
自
在

無
礙
。

〈
後
半
〉

由
此
鎔
融
有
六
句
。
或
挙
体
全
住
是
唯
一
也
。
或
挙
体
遍
応
是
多
一
。
或
倶
存
。
或
双
泯
。
或
総
合
。
或
全
離
。
皆
思
之
可
見
。

一
二
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此
上
三
門
総
明
縁
起
本
法
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
〜
中
）

〈
前
半
〉

（
三
に
倶
存
無
礙
の
義
と
は
、
凡
そ
是
の
一
縁
に
は
要
ず
前
の
二
を
具
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
要
ず
自

の
一
に
住
し
て
方
に
能
く
遍
く
応
じ
、
遍
く
多
縁
に
応
ず
る
も
方
に
是
れ
一
な
る
を
以
て
の
故
な
り
。
是
の
故
に
唯
だ
一
と
多

一
と
自
在
無
礙
な
り
。

〈
後
半
〉

此
の
鎔
融
に
由
る
に
六
句
有
り
。
或
は
挙
体
全
住
な
り
て
是
れ
唯
一
な
り
。
或
は
挙
体
遍
応
な
り
て
是
れ
多
一
な
り
。
或
は
倶

存
。
或
は
双
泯
。
或
は
総
合
。
或
は
全
離
。
皆
、
之
を
思
う
て
見
る
べ
し
。

此
の
上
の
三
門
に
て
総
じ
て
縁
起
本
法
を
明
か
し
竟
れ
り
。）

先
の
一
「
諸
縁
各
異
義
」（
異
体
）
と
二
「
互
遍
相
資
義
」（
同
体
）
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
で
あ
る
「
自
一
」
と
「
遍
応
」
を
用
い
、

ま
た
「
諸
縁
各
異
義
」
を
「
唯
一
」、「
互
遍
相
資
義
」
を
「
多
一
」
に
当
て
て
両
義
の
自
在
無
礙
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
段
は
、
一
縁
に
「
諸
縁
各
異
義
」
と
「
互
遍
相
資
義
」
と
を
要
ず
具
え
て
縁
起
が
成
立
す
る
と
い
う
同
体
・
異
体
の
無
礙
が

述
べ
ら
れ
る
内
容
で
あ
る
が
、
全
く
同
体
・
異
体
の
語
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
目
を
惹
く
。

こ
れ
に
対
応
す
る
「
法
界
縁
起
章
」
の
第
三
段
は
、
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〈
前
半
〉

三
応
異
無
礙
双
辨
同
体
異
体
門
者
、
以
此
二
門
同
一
縁
起
不
相
離
。
故
若
無
異
体
、
則
諸
縁
雑
乱
非
縁
起
。
故
若
無
同
体
、
縁

一
三
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不
相
資
亦
非
縁
起
。
故
要
由
不
雑
方
有
相
資
。
是
故
若
非
同
体
無
異
体
故
、
若
非
異
体
無
同
体
故
。

〈
後
半
〉

是
故
通
辨
亦
有
四
句
。
一
或
挙
体
全
異
、
具
入
即
倶
。
二
或
全
体
是
同
、
亦
具
入
即
倶
。
以
法
融
通
各
全
摂
故
。
三
或
倶
。
以

同
異
無
礙
双
現
前
故
。
四
或
倶
非
。
以
相
奪
倶
尽
故
双
非
也
。

余
入
即
等
准
思
知
之
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
下
）

〈
前
半
〉

（
三
に
応
異
無
礙
双
辨
同
体
異
体
門
と
は
、
此
の
二
門
は
同
一
縁
起
な
る
を
以
て
相
い
離
れ
ず
。
故
に
若
し
異
体
無
く
ば
、
則

ち
諸
縁
雑
乱
し
て
縁
起
に
非
ざ
る
な
り
。
故
に
若
し
同
体
無
く
ば
、
縁
、
相
い
資
け
ず
し
て
亦
た
縁
起
に
非
ず
。
故
に
要
ず
雑

せ
ざ
る
に
由
り
て
方
に
相
い
資
く
る
こ
と
有
り
。
是
の
故
は
若
し
同
体
非
ざ
れ
ば
異
体
も
無
き
が
故
、
若
し
異
体
非
ざ
れ
ば
同

体
も
無
き
が
故
な
り
。

〈
後
半
〉

是
の
故
に
通
じ
て
辨
ず
る
に
亦
た
四
句
有
り
。
一
に
或
は
挙
体
全
異
な
り
て
、
入
即
倶
に
具
う
。
二
に
或
は
全
体
是
れ
同
な
り

て
、
亦
た
入
即
倶
に
具
う
。
法
融
通
し
て
各
ゝ
全
摂
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
三
に
或
は
倶
。
同
異
無
礙
に
し
て
双
つ
な
が
ら

現
前
す
る
を
以
て
の
故
な
り
。
四
に
或
は
倶
に
非
。
相
い
奪
し
て
倶
に
尽
く
る
を
以
て
の
故
に
双
つ
な
が
ら
非
な
り
。

余
の
入
即
等
は
准
り
て
思
い
て
之
を
知
る
べ
し
。）

こ
こ
で
は
異
体
が
無
い
場
合
と
、
同
体
が
無
い
場
合
を
述
べ
、「
不
雑
」
と
「
相
資
」
の
特
徴
に
よ
っ
て
そ
の
無
礙
が
示
さ
れ
、

「
同
体
非
ざ
れ
ば
異
体
も
無
く
、
異
体
非
ざ
れ
ば
同
体
も
無
」
い
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
で
は
こ
れ
ら
の
文
章
は
用

一
四
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い
ら
れ
ず
、
よ
り
簡
潔
に
各
門
の
特
徴
に
よ
っ
て
示
す
形
に
改
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

後
半
に
当
た
る
部
分
で
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
四
句
に
分
別
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、『
探
玄
記
』
で
は
「
総
合
」
と
「
全

離
」
を
加
え
た
六
句
の
分
別
に
広
げ
ら
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
対
比
す
る
と
次
図
の
よ
う
に
な
る
。

〈
図
二
〉「
法
界
縁
起
章
」
応
異
無
礙
双
辨
同
体
異
体
門
の
四
句
と
『
探
玄
記
』
倶
存
無
礙
義
の
六
句
と
の
対
比

　
「
法
界
縁
起
章
」 

　
『
探
玄
記
』

一
、
挙
体
全
異 
一
、
挙
体
全
住
（
＝
唯
一
）

二
、
挙
体
全
同 
二
、
挙
体
全
遍
（
＝
多
一
）

三
、
倶
（
同
異
無
礙
） 

三
、
倶
存

四
、
倶
非
（
相
奪
倶
尽
） 

四
、
双
泯

 

五
、
総
合

 

六
、
全
離

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
異
体
門
、
同
体
門
そ
れ
ぞ
れ
の
「
体
用
双
融
」
の
項
で
六
句
の
分
類
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
本
項
の
同

体
・
異
体
の
双
辨
に
該
当
す
る
部
分
だ
け
が
四
句
に
な
っ
て
い
た
の
を
『
探
玄
記
』
で
は
三
項
全
て
六
句
に
揃
え
る
と
い
う
改
定
が

行
わ
れ
て
い
る
。
な
お
こ
の
六
句
に
は
重
要
な
問
題
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
改
め
て
触
れ
た
い
。

『
探
玄
記
』
は
以
上
の
三
門
を
ま
と
め
て
、
こ
の
三
門
が
縁
起
の
本
法
を
明
か
す
も
の
で
あ
る
と
定
め
て
い
る
。

一
五
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此
上
三
門
総
明
縁
起
本
法
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

（
此
の
上
の
三
門
に
て
総
じ
て
縁
起
の
本
法
を
明
し
竟
れ
り
。）

先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、
こ
の
三
門
は
同
体
と
異
体
の
両
門
の
無
礙
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
探
玄
記
』
で
は

「
法
界
縁
起
章
」
で
の
構
成
を
、
ま
ず
「
縁
起
の
本
法
」
と
し
て
同
体
、
異
体
、
同
異
無
礙
の
三
か
ら
示
す
こ
と
に
改
め
た
こ
と
に

な
る
。
ま
た
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
同
体
、
異
体
の
語
と
そ
れ
に
対
す
る
新
し
い
呼
び
名
と
が
併
用
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
こ

で
は
新
し
い
名
称
だ
け
を
使
う
と
い
う
修
正
も
な
さ
れ
て
い
る
。

④　

異
門
相
入
義

次
に
第
四
の
「
異
門
相
入
義
」
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

〈
前
半
〉

四
異
門
相
入
義
、
謂
諸
縁
力
用
、
互
相
依
持
互
形
奪
。
故
各
有
全
力
無①

全
力
義
縁
起
方
成
。
如
論
云
「
因
不
生
縁
生
故
。
縁
不

生
自
因
生
故
」
若
各
唯
有
力
無
無
力
即
有
多
果
過
。
一
一
各
生
故
。
若
各
唯
無
力
無
有
力
即
有②

無
果
過
。
以
同
非
縁
倶
不
生
故
。

是
故
縁
起
要
互
相
依
具
力
無
力
。
如
欠
一
縁
一
切
不
成
、
余
亦
如
是
。

是
故
一
能
持
多
、
一
是
有
力
能
摂
多
。
多
依
於
一
、
多
是
無
力
潜
入
一
。
由
一
有
力
必
不
得
与
多
有
力
倶
、
是
故
無
有
一
而
不

摂
多
也
。
由
多
無
力
必
不
得
与
一
無
力
倶
、
是
故
無
有
多
而
不
入
一
也
。
如
一
持
多
依
既
爾
、
多
持
一
依
亦
然
、
反
上
思
之
。

是
即
亦
無
多
不
摂
一
、
一
無
不
入
多
者
也
。

一
六
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〈
後
半
〉

如
一
望
多
有
依
有
持
、
全
力
無
力
、
常
全
多
在
己
中
、
潜③

己
在
多
中
、
同
時
無
礙
、
多
望
於
一
、
当
知
亦
爾
。
倶
存
双
泯
二
句

無
礙
、
思
准
之
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

①
「
無
全
」
は
甲
本
で
は
「
全
無
」　

②
「
有
」
は
甲
本
に
無
し　

③
潜
＋
入
（
続
蔵
）

〈
前
半
〉

（
四
に
異
門
相
入
の
義
と
は
、
諸
縁
の
力
用
、
互
い
に
相
い
依
持
し
て
互
い
に
形
奪
す
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
故
に
各
ゝ
全
力

と
無
全
力
の
義
有
り
て
縁
起
方
に
成
ず
。『
論
』
に
云
え
る
が
如
し
「
因
よ
り
生
ぜ
ず
縁
よ
り
生
ず
る
が
故
な
り
。
縁
よ
り
生

ぜ
ず
因
自
り
生
ず
る
が
故
な
り
」
と
。
若
し
各
ゝ
唯
だ
有
力
の
み
に
し
て
無
力
無
く
ば
即
ち
多
果
の
過
有
り
。
一
一
各
ゝ
に
生

ず
る
が
故
な
り
。
若
し
各
ゝ
唯
だ
無
力
の
み
に
し
て
有
力
無
く
ば
即
ち
無
果
の
過
有
り
。
同
じ
く
縁
と
な
る
に
非
ず
し
て
倶
に

生
ぜ
ざ
る
を
以
て
の
故
な
り
。
是
の
故
に
縁
起
は
要
ず
互
い
に
相
い
依
り
て
力
無
力
を
具
す
る
も
の
な
り
。
一
縁
を
欠
か
ば
一

切
は
成
ぜ
ざ
る
が
如
く
、
余
も
亦
た
是
く
の
如
き
な
り
。

是
の
故
に
一
、
能
く
多
を
持
す
る
と
き
、
一
は
是
れ
有
力
な
り
て
能
く
多
を
摂
す
。
多
、
一
に
依
る
と
き
、
多
は
是
れ
無
力
な

り
て
一
に
潜
入
す
。
一
、
有
力
な
れ
ば
必
ず
多
の
有
力
と
倶
な
る
を
得
ざ
る
に
由
り
て
、
是
の
故
に
一
に
し
て
多
を
摂
せ
ざ
る

有
る
こ
と
無
き
な
り
。
多
無
力
な
れ
ば
必
ず
一
の
無
力
と
倶
な
る
を
得
ざ
る
に
由
り
て
、
是
の
故
に
多
に
し
て
一
に
入
ら
ざ
る

こ
と
有
る
こ
と
無
き
な
り
。
一
持
し
て
多
依
る
こ
と
既
に
爾
る
が
如
く
、
多
持
し
一
依
る
こ
と
も
亦
た
然
る
こ
と
、
上
に
反
じ

て
之
を
思
う
べ
し
。
是
れ
即
ち
亦
た
多
に
し
て
一
を
摂
せ
ざ
る
こ
と
無
く
、
一
に
し
て
多
に
入
ら
ざ
る
こ
と
無
き
者
な
り
。

〈
後
半
〉

（
一
よ
り
多
を
望
む
に
有
依
と
有
持
、
全
力
と
無
力
な
り
て
、
常
に
全
多
、
己
中
に
在
り
て
、
己
を
潜
め
て
多
中
に
在
ら
ば
、

一
七
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同
時
に
し
て
無
礙
な
る
が
如
く
、
多
よ
り
一
を
望
む
こ
と
も
、
当
に
亦
た
爾
き
こ
と
を
知
る
べ
し
。
倶
存
と
双
泯
の
二
句
も
無

礙
な
る
こ
と
、
之
に
准
り
て
思
ふ
べ
し
。）

「
法
界
縁
起
章
」
の
該
当
箇
所
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

〈
前
半
〉

依
持
義
者
、
一
能
持
多
、
一
有
力
、
是
故
能
摂
多
。
多
依
一
故
、
多
無
力
、
是
故
潜
入
一
。
此
即
無
有
不
容
多
之
一
、
以
無
不

能
持
故
。
無
有
不
入
一
之
多
、
以
無
不
能
依
一
。
如
多
依
一
持 

既
爾
、
一
依
多
持
亦
然
。
是
故
亦
無
不
摂
一
之
多
、
亦
無
不

入
多
之
一
。

〈
後
半
〉

是
故
由
一
望
多
、
有
持
有
依
、
全
力
無
力
故
、
能
摂
能
入
、
無
有
障
礙
。

多
望
於
一
、
有
依
有
持
、
無
力
全
力
故
、
能
入
能
摂
、
亦
無
有
障
礙
。
倶
存
双
泯
二
句
無
礙
、
亦
准
思
之
。

相
入
義
竟
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）

〈 

前
半
〉

（
依
持
の
義
と
は
、
一
能
く
多
を
持
す
る
と
き
、
一
は
有
力
な
り
て
、
是
の
故
に
能
く
多
を
摂
す
。
多
、
一
に
依
る
が
故
に
、

多
は
無
力
な
り
て
、
是
の
故
に
一
に
潜
入
す
。
此
れ
即
ち
多
を
容
れ
ざ
る
の
一
、
有
る
こ
と
無
き
は
、
能
く
持
せ
ざ
る
こ
と
無

き
を
以
て
の
故
な
り
。
一
に
入
ら
ざ
る
の
多
、
有
る
こ
と
無
き
は
、
能
く
一
に
依
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
な
り
。
多
の
一
に

依
り
て
持
す
る
こ
と
既
に
爾
き
が
如
く
、
一
の
多
に
依
り
て
持
す
る
こ
と
も
亦
た
然
り
。
是
の
故
に
亦
た
一
を
摂
せ
ざ
る
の
多

一
八
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も
無
く
、
亦
た
多
に
入
ら
ざ
る
の
一
も
無
し
。

〈
後
半
〉

是
の
故
に
一
よ
り
多
を
望
む
に
由
ら
ば
、
有
持
と
有
依
、
全
力
と
無
力
な
る
が
故
に
、
能
摂
と
能
入
な
り
て
、
障
礙
有
る
こ
と

無
し
。

多
よ
り
一
を
望
ま
ば
、
有
依
と
有
持
、
無
力
と
全
力
と
な
る
が
故
に
、
能
入
と
能
摂
な
り
て
、
亦
た
障
礙
有
る
こ
と
無
し
。
倶

存
と
双
泯
の
二
句
も
無
礙
な
る
こ
と
、
亦
た
准
り
て
之
を
思
ふ
べ
し
。

相
入
の
義
竟
れ
り
。）

ま
ず
前
半
部
分
で
目
に
付
く
の
は
、『
探
玄
記
』
の
最
初
の
一
文
中
に
記
さ
れ
る
「
形
奪
」
の
語
で
、
こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」

で
は
相
即
の
項
目
名
と
し
て
の
み
「
互
相
形
奪
体
無
体
の
義
」（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）
と
用
い
ら
れ
て
い
て
解
釈
中
に
は
使
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
語
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
相
即
の
特
徴
を
顕
す
も
の
と
し
て
示
さ
れ
た
語
と
捉
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
語
が
『
探
玄

記
』
で
は
相
入
の
解
釈
中
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
形
は
「
あ
ら
わ
す
」、
奪
は
「
な
く
す
、
う
し
な
う
」
の
意
味
の
相
対
語
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
が
、『
探
玄
記
』
の
釈
中
で
「
形－

奪
」
の
語
が
用
い
ら
れ
る
の
は
こ
こ
一
回
の
み
で
あ
っ
て
、
他
で
は
「
摂－

入
」、

「
依－

持
」
の
対
応
に
よ
っ
て
解
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
。

『
探
玄
記
』
に
見
ら
れ
る
新
た
な
点
と
し
て
は
、『
十
地
経
論
』
巻
八
（
大
正
二
六
・
一
七
〇
中
）
を
論
証
に
掲
げ
て
い
る
点
、「
唯

だ
、
有
力
の
み
な
ら
ば
多
果
の
過
」、「
唯
だ
、
無
力
の
み
な
ら
ば
無
果
の
過
」
と
釈
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
他
方
、「
法
界
縁
起
章
」

の
記
述
を
承
け
継
い
で
い
る
点
は
、
傍
線
部
の
文
章
を
ほ
ぼ
同
文
の
ま
ま
引
い
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

次
に
後
半
部
分
は
お
お
よ
そ
「
法
界
縁
起
章
」
を
承
け
た
も
の
で
あ
る
。
異
な
っ
て
い
る
点
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
一
と
多

一
九
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の
関
係
が
用
い
ら
れ
て
い
た
の
み
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、『
探
玄
記
』
で
は
こ
れ
に
加
え
て
己
と
多
の
関
係
も
取
り
入
れ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
異
体
相
即
の
項
で
為
さ
れ
た
己
と
他
の
関
係
の
、
他
を
多
に
改
め
て
こ
こ
に
取
り
入
れ
、

相
即
と
相
入
に
於
け
る
解
釈
の
語
句
に
統
一
性
を
持
た
せ
、
整
備
す
る
た
め
に
為
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑤　

異
体
相
即
義

第
五
の
「
異
体
相
即
義
」
で
は
、
初
め
て
項
名
に
「
異
体
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〈
前
半
〉 

五
異
体
相
即
義
、
謂
諸
縁
相
望
、
全
体
形
・
奪
有
有
体
・
無
体
義
縁
起
方
成
。
以
若
欠
一
縁
余
不
成
起
、
起
不
成
故
縁
起
即
壊
、

得
此
一
縁
令
一
切
成
起
、
所
起
成
故
縁
義
方
立
。
是
故
一
縁
是
能
起
、
多
縁
及
果
倶
是
所
起
。
是
即
多
為
一
成
多
是
無
体
。
一

能
作
多
一
是
有
体
。
由
一
有
体
必
不
得
与
多
有
体
倶
、
多①

無
体
必
不
得
与
一
無
体
倶
。
是
故
無
有
不
多
之
一
、
無
有
不
一
之
多
。

一
多
既
爾
、
多
一
亦
然
、
反
上
思
之
。

〈
後
半
〉

如
一
望
多
有
有
体
・
無
体
故
、
能
摂
他
同
己
、
廃
己
同
他
、
同
時
無
礙
、
多
望
於
一
当
知
亦
爾
准
前
思
之
。
倶
存
双
泯
二
句
無

礙
、
亦
思
之
可
見
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
）

①　

多
＝
由
多
（
続
蔵
）

〈
前
半
〉

（
五
に
異
体
相
即
の
義
と
は
、
諸
縁
相
い
望
む
に
、
全
体
形
・
奪
な
り
て
有
体
・
無
体
の
義
有
り
て
縁
起
方
に
成
ず
る
を
謂
う

二
〇
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も
の
な
り
。
若
し
一
縁
を
欠
か
ば
余
は
起
を
成
ぜ
ず
し
て
、
起
成
ぜ
ざ
る
が
故
に
縁
起
即
ち
壊
す
を
以
て
、
此
の
一
縁
を
得
れ

ば
一
切
を
し
て
起
を
成
ぜ
し
め
、
所
起
成
ず
る
が
故
に
縁
の
義
方
に
立
す
。
是
の
故
に
一
縁
は
是
れ
能
起
に
し
て
、
多
縁
及
び

果
は
倶
に
是
れ
所
起
な
り
。
是
れ
即
ち
多
は
一
の
為
め
の
成
な
れ
ば
多
は
是
れ
無
体
。
一
は
能
く
多
を
作
さ
ば
一
は
是
れ
有
体

な
り
。
一
の
有
体
な
る
に
由
ら
ば
必
ず
多
と
有
体
と
倶
な
る
を
得
ず
、
多
無
体
な
れ
ば
必
ず
一
と
無
体
と
倶
な
る
を
得
ざ
る
な

り
。
是
の
故
に
多
に
あ
ら
ざ
る
の
一
有
る
こ
と
無
く
、
一
に
あ
ら
ざ
る
の
多
有
る
こ
と
無
し
。
一
多
既
に
爾
く
、
多
一
も
亦
た

然
る
こ
と
、
上
に
反
じ
て
之
を
思
ふ
べ
し
。

〈
後
半
〉

一
よ
り
多
を
望
む
に
有
体
・
無
体
有
る
が
故
に
、
能
く
他
を
摂
し
て
己
れ
に
同
じ
、
己
を
廃
し
て
他
に
同
じ
、
同
時
に
し
て
無

礙
な
る
が
如
く
、
多
よ
り
一
を
望
む
こ
と
も
当
に
亦
た
爾
く
前
に
准
じ
て
之
を
思
う
こ
と
知
る
べ
し
。
倶
存
と
双
泯
の
二
句
の

無
礙
な
る
こ
と
、
亦
た
之
を
思
い
て
見
る
べ
し
。）

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
、
第
二
「
諸
縁
相
奪
体
無
体
」
に
該
当
す
る
。

〈
前
半
〉

二
諸
縁
相
奪
体
無
体
者
、
多
縁
無
性
為
一
所
成
、
是
故
多
即
一
。
由
一
有
体
能
摂
多
、
由
多
無
性
潜
同
一
。
故
無
不
多
之
一
、

亦
無
不
一
之
多
。

一
無
性
為
多
所
成
、
多
有
一
空
即
多
亦
爾
。

二
一
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〈
後
半
〉

是
故
一
望
於
多
、
有
有
体
・
無
体
故
、
能
摂
他
同
己
、
廃
己
同
他
無
有
障
礙
。

多
望
於
一
、
有
無
体
・
有
体
、
亦
能
廃
己
同
他
、
摂
他
同
己
亦
無
障
礙
。

亦
同
他
己
、
亦
同
己
他
、
非
同
他
己
、
非
同
己
他
。
二
句
無
礙
円
融
自
在
、
思
之
可
見
。

相
即
義
竟
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
）

〈
前
半
〉

（
二
に
諸
縁
相
奪
体
無
体
と
は
、
多
縁
無
性
な
れ
ば
一
を
所
成
と
為
し
、
是
の
故
に
多
即
一
な
り
。
一
の
有
体
な
る
に
由
ら
ば

多
を
能
く
摂
し
、
多
は
無
性
な
る
に
由
り
て
潜
み
て
一
に
同
ず
。
故
に
多
に
あ
ら
ざ
る
の
一
無
く
、
亦
た
一
に
あ
ら
ざ
る
の
多

も
無
し
。

一
無
性
な
れ
ば
多
を
所
成
と
為
し
、
多
は
有
、
一
は
空
に
し
て
多
に
即
す
こ
と
亦
た
爾
し
。

〈
後
半
〉

是
の
故
に
一
よ
り
多
を
望
む
に
、
有
体
・
無
体
有
る
が
故
に
、
能
く
他
を
摂
し
て
己
れ
に
同
じ
、
己
を
廃
し
て
他
に
同
じ
て
障

礙
有
る
こ
と
無
し
。

多
よ
り
一
を
望
む
に
、
無
体
・
有
体
有
り
、
亦
た
能
く
己
を
廃
し
て
他
に
同
じ
、
他
を
摂
し
て
己
に
同
じ
て
亦
た
障
礙
無
し
。

亦
た
他
に
己
を
同
ず
る
と
、
亦
た
己
れ
に
他
を
同
ず
、
他
に
己
を
同
ず
る
に
非
ざ
る
と
、
己
れ
に
他
を
同
ず
る
に
非
ざ
る
の
。

二
句
の
無
礙
円
融
自
在
な
る
こ
と
、
之
を
思
い
て
見
る
べ
し
。

相
即
の
義
竟
れ
り
。）

二
二
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『
探
玄
記
』
と
「
法
界
縁
起
章
」
と
で
は
説
き
方
は
似
て
い
る
も
の
の
、
用
語
が
改
め
ら
れ
て
い
る
。『
探
玄
記
』
で
は
一
縁
が
能

起
、
多
縁
は
所
起
で
あ
り
、
一
縁
に
よ
っ
て
一
切
の
起
を
成
立
さ
せ
る
と
い
う
、
有
体
・
無
体
を
能
起
・
所
起
の
関
係
で
捉
え
る
解

釈
が
導
入
さ
れ
て
い
る
。
対
し
て
「
法
界
縁
起
章
」
の
「
無
性－

所
成
」、「
空－

有
」
の
相
対
に
よ
る
釈
は
全
て
用
い
ら
れ
て
い
な

い
。
遡
っ
て
い
う
な
ら
ば
『
五
教
章
』
で
の
「
有－

無
」、「
空－

有
」、
そ
し
て
そ
れ
を
承
け
た
「
法
界
縁
起
章
」
で
の
「
有
（
体
）

－

無
性
」
の
相
対
に
よ
る
関
係
を
離
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
こ
の
『
探
玄
記
』
の
大
き
な
特
徴
が
顕
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
に
つ
い
て
は
ま
と
め
て
後
述
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑥　

体
用
双
融
義

次
に
第
六
の
「
体
用
双
融
義
」
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

六
体
用
双
融
義
、
謂
諸
縁
起
法
要
力
用
交
渉
全
体
融
合
方
成
縁
起
。
是
故
円
通
亦
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
挙
体
全
用
。
即

唯
有
相
入
無
相
即
義
。

二
以
用
無
不
体
故
、
即
唯
有
相
即
無
相
入
也

三
帰
体
之
用
不
礙
用
、
全
用
之
体
不
失
体
。
是
即
無
礙
双
存
、
亦
入
亦
即
自
在
倶
現
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
非
即
非
入
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
同
一
縁
起
無
礙
倶
存
。

六
泯
前
五
句
絶
待
離
言
、
冥
同
性
海
。

此
上
三
門
、
於
初
異
体
門
、
顕
義
理
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
中
〜
下
）

二
三



 165法蔵華厳思想に於ける縁起相由の研究 ─ 『華厳経探玄記』篇（上）（舘野）

（
六
に
体
用
双
融
の
義
と
は
、
諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
力
用
交
渉
し
全
体
融
合
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。

是
の
故
に
円
通
に
し
て
亦
た
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
挙
体
全
用
な
る
も
の
な

り
。
即
ち
唯
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
の
義
、
無
し
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
即
ち
唯
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
し
な
り

三
に
は
帰
体
の
用
は
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
は
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
れ
即
ち
礙
ぐ
る
こ
と
無
く
双
つ
な
が
ら
存
し
、

亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
自
在
に
倶
現
す
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
非
即
非
入
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
絶
待
離
言
な
り
て
、
性
海
に
冥
同
す
。

此
の
上
の
三
門
は
、
初
の
異
体
門
に
於
い
て
、
義
理
を
顕
す
こ
と
竟
れ
り
。）

こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」
で
は
第
三
「
体
用
双
融
有
無
門
」
に
該
当
し
、
次
の
よ
う
に
『
探
玄
記
』
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。

三
体
用
双
融
有
無
門
者
、
有
六
句
。
一
以
体
無
不
用
故
、
挙
体
全
用
。
即
唯
用
而
無
体
。
但
有
相
入
無
相
即
故
。

二
以
用
無
不
体
故
、
全
用
帰
体
。
唯
体
而
無
用
。
但
有
相
即
無
相
入
也
。

三
帰
体
之
用
、
不
礙
其
用
、
全
用
之
体
、
不
失
其
体
。
是
故
体
用
不
礙
双
存
、
即
亦
入
亦
即
無
有
障
礙
鎔
融
自
在
。

四
全
用
之
体
体
泯
、
全
体
之
用
用
亡
。
是
則
体
用
交
徹
形
奪
両
非
。
即
入
同
源
円
融
一
味
。

五
合
前
四
句
、
同
一
縁
起
、
無
礙
倶
存
。

二
四
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六
泯
前
五
句
、
絶
待
離
言
、
応
可
去
情
如
理
思
摂
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
上
〜
中
）

（
三
に
体
用
双
融
有
無
門
と
は
、
六
句
有
り
。
一
に
は
体
に
し
て
用
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
挙
体
全
用
な
る

も
の
な
り
。
即
ち
唯
だ
用
の
み
に
し
て
無
体
な
り
。
但
だ
相
入
の
み
有
り
て
相
即
無
き
が
故
な
り
。

二
に
は
用
に
し
て
体
に
あ
ら
ざ
る
こ
と
無
き
を
以
て
の
故
に
、
全
用
帰
体
な
る
も
の
な
り
。
唯
だ
体
の
み
に
し
て
用
無
き
な
り
。

但
だ
相
即
の
み
有
り
て
相
入
無
き
な
り
。

三
に
は
帰
体
の
用
、
其
の
用
を
礙
げ
ず
、
全
用
の
体
、
其
の
体
を
失
わ
ざ
る
も
の
な
り
。
是
の
故
に
体
用
礙
げ
ず
し
て
双
つ
な

が
ら
存
し
、
即
ち
亦
た
入
亦
た
即
に
し
て
障
礙
有
る
こ
と
無
く
鎔
融
自
在
な
り
。

四
に
は
全
用
の
体
は
体
泯
じ
、
全
体
の
用
は
用
亡
ず
る
も
の
な
り
。
是
れ
則
ち
体
用
交
徹
し
形
奪
し
て
両
つ
な
が
ら
非
な
り
。

即
入
同
源
に
し
て
円
融
一
味
な
り
。

五
に
は
前
の
四
句
を
合
す
る
、
同
一
縁
起
な
る
も
の
に
し
て
、
無
礙
倶
存
な
り
。

六
に
は
前
の
五
句
を
泯
じ
て
、
絶
待
離
言
な
る
も
の
に
し
て
、
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
思
う
べ
き
の
摂
な
り
。）

相
違
点
は
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
直
ち
に
六
句
の
分
類
か
ら
説
き
始
め
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
探
玄
記
』
で
は
六
句
が
述
べ

ら
れ
る
前
に
、

諸
ゝ
の
縁
起
の
法
は
要
ず
力
用
交
渉
し
全
体
融
合
し
て
方
に
縁
起
を
成
ず
る
を
謂
う
も
の
な
り
。
是
の
故
に
円
通
に
し
て
…
…

と
い
う
一
文
が
入
っ
て
い
る
点
。
さ
ら
に
、
傍
線
部
の
第
六
句
に
つ
い
て
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
「
応
可
去
情
如
理
思
摂
」
と
述

二
五
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べ
ら
れ
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
文
句
は
『
五
教
章
』
で
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
が
明
か
さ
れ
る
「
以
喩
略
示
」
を
総

括
す
る
最
後
に
置
か
れ
た
一
文
、

応
可
去
情
如
理
思
之
。（
鎌
田
本
二
六
六
頁
／
大
正
四
五
・
五
〇
三
中
）

（
応
に
情
を
去
り
て
理
の
如
く
之
を
思
う
べ
し
。）

を
承
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
先
行
す
る
拙
稿
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」
で
考
察

し
た
が
、
こ
の
記
述
が
『
探
玄
記
』
で
は
「
冥
同
性
海
」
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
思
想
形
成
上
の
大
き
な
特
徴
が
見
ら
れ
重

要
な
点
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
考
察
を
加
え
た
い
。

『
探
玄
記
』
で
は
最
後
に
、
以
上
三
門
が
異
体
門
の
義
理
を
顕
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
一
文
が
付
さ
れ
て
い
る
が
、
縁
起

相
由
の
段
に
お
い
て
「
異
体
」
の
語
が
使
わ
れ
た
の
は
こ
こ
と
、
表
題
で
の
「
異
体
相
即
」
の
二
回
だ
け
で
あ
る
。

⑦　

同
体
相
入
義

続
い
て
第
七
の
「
同
体
相
入
義
」
を
考
察
す
る
。

七
同
体
相
入
義
、
謂
前
一
縁
所
具
多
一
与
彼
一
縁
体
無
別
故
名
為
同
体
、
又
由
此
一
縁
応
多
縁
故
有
此
多
一
。
所
応
多
縁
既
相

即
・
相
入
、
令
此
多
一
亦
有
即
入
也
。

先
明
相
入
、
謂
一
縁
有
力
能
持
多
一
、
多
一
無
力
依
彼
一
縁
。
是
故
一
能
摂
多
多
便
入
一
。
一
入
多
摂
反
上
応
知
。
余
義
余
句

二
六
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准
前
思
之
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
下
）

（
七
に
同
体
相
入
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
一
縁
に
具
う
る
所
の
多
の
一
と
彼
の
一
縁
と
の
体
は
無
別
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
同

体
と
為
し
、
又
た
此
の
一
縁
の
多
縁
に
応
ず
る
に
由
る
が
故
に
此
の
多
一
有
り
。
応
ず
る
所
の
多
縁
は
既
に
相
即
・
相
入
し
、

此
の
多
一
を
し
て
亦
た
即
入
す
る
こ
と
有
ら
し
む
る
な
り
。

先
に
相
入
を
明
か
さ
ば
、
謂
く
一
縁
有
力
に
し
て
能
く
多
一
を
持
さ
ば
、
多
一
無
力
に
し
て
彼
の
一
縁
に
依
れ
り
。
是
の
故
に

一
能
く
多
を
摂
さ
ば
多
便
ち
一
に
入
る
。
一
の
入
と
多
の
摂
す
る
と
は
上
に
反
じ
て
応
に
知
る
べ
し
。
余
の
義
余
の
句
は
前
に

准
じ
て
之
を
思
う
べ
し
。）

二
段
に
な
っ
て
い
る
う
ち
の
前
段
は
判
読
し
難
い
こ
と
か
ら
現
代
語
訳
を
試
み
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

七
に
同
体
相
入
の
意
味
内
容
は
、
前
に
述
べ
た
一
縁
に
内
具
す
る
多
の
一
と
、
そ
の
一
縁
と
の
体
が
別
で
は
な
い
こ
と
に
よ
っ

て
同
体
と
名
付
け
ら
れ
、
ま
た
こ
の
一
縁
が
（
外
に
向
か
っ
て
見
た
な
ら
ば
）
多
縁
に
応
ず
る
と
い
う
こ
と
に
由
る
故
に
こ
の

多
の
一
は
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
応
じ
て
い
る
多
縁
は
既
に
相
即
・
相
入
し
て
お
り
、（
そ
れ
ゆ
え
）
こ
の
多
の
一
を

も
相
即
・
相
入
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
先
の
第
四
「
異
門
相
入
義
」
の
釈
で
の
構
成
・
内
容
と
は
異
り
、
ま
ず
一
縁
即
多
縁
と
い
う
同
体
の
解
釈
が
示
さ
れ
、

次
に
一
縁
が
多
縁
に
応
ず
る
と
い
う
同
体
と
異
体
と
の
重
層
的
関
係
も
示
し
、
さ
ら
に
そ
の
多
縁
中
の
関
係
上
に
於
い
て
相
即
・
相

入
し
て
い
る
ゆ
え
に
多
の
一
も
相
即
・
相
入
さ
せ
る
、
と
い
う
釈
が
続
く
と
い
う
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
同
体
相
入
の
釈
中
に
同
体
、

二
七
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同
体
・
異
体
の
関
係
、
相
即
・
相
入
の
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に
こ
こ
に
至
っ
て
初
め
て
標
題
に
「
同
体
」

の
語
が
使
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
ま
ず
そ
れ
を
釈
し
、
そ
の
相
即
・
相
入
を
解
し
て
最
初
に
掲
げ
た
、
と
い
う
理
由
も
考
え
ら
れ
よ
う

が
、
異
体
門
の
と
き
に
は
そ
の
よ
う
な
形
式
が
取
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
や
、
次
に
見
る
如
く
「
法
界
縁
起
章
」
の
記
述
と
の
類

似
か
ら
、
こ
れ
は
「
法
界
縁
起
章
」
に
倣
っ
て
誤
っ
て
こ
こ
に
入
れ
て
し
ま
っ
た
解
釈
の
文
章
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
測
す
る
。

「
法
界
縁
起
章
」
の
全
体
の
構
成
は
、
内
容
か
ら
九
門
で
あ
る
こ
と
が
受
け
取
れ
、
そ
の
順
列
は
左
図
の
如
く
、
異
体
を
釈
し
た

あ
と
、
異
体
の
相
入
、
相
即
、
双
融
の
順
で
解
釈
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、『
探
玄
記
』
で
は
こ
れ
が
改
め
ら
れ
て
、
同
体
、

異
体
、
同
体
異
体
無
礙
の
三
を
縁
起
の
本
法
と
し
て
、
最
初
に
解
釈
す
る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

〈
図
三
〉「
法
界
縁
起
章
」
と
『
探
玄
記
』
で
の
解
釈
の
順
列
の
差
異

　
「
法
界
縁
起
章
」 

　
『
探
玄
記
』

一
、
異
体 

一
、
異
体

二
、
異
体
相
入 

二
、
同
体

三
、
異
体
相
即 

三
、
同
体
異
体
無
礙

四
、
双
融 

四
、
異
体
相
入

五
、
同
体 

五
、
異
体
相
即

六
、
同
体
相
入 

六
、
双
融

七
、
同
体
相
即 

七
、
同
体
相
入

二
八
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八
、
双
融 

八
、
同
体
相
即

九
、
同
体
異
体
無
礙 

九
、
双
融

 

十
、
同
異
円
備

「
法
界
縁
起
章
」
に
於
け
る
同
体
の
解
釈
部
分
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

二
諸
縁
互
応
門
者
、
謂
衆
縁
之
中
、
以
於
一
縁
応
多
縁
、
故
各
与
彼
多
全
為
其
一
。
是
故
此
一
具
多
箇
一
。
然
此
多
一
雖
由
本

一
、
応
多
縁
故
有
此
多
一
、
然
与
本
一
体
無
差
別
、
是
故
名
為
同
体
門
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
、
謂
く
衆
縁
の
中
、
一
縁
に
於
い
て
多
縁
に
応
ず
る
を
以
て
、
故
に
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全
て

其
れ
一
と
為
る
。
是
の
故
に
此
の
一
は
多
箇
を
具
う
る
の
一
な
り
。
然
し
て
此
の
多
の
一
は
本
の
一
に
由
る
と
雖
も
、
多
縁
に

応
ず
る
が
故
に
此
の
多
の
一
有
り
て
、
然
し
て
本
の
一
と
体
無
差
別
な
り
て
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
同
体
門
と
為
す
な
り
。）

「
法
界
縁
起
章
」
で
は
こ
の
引
用
に
続
い
て
同
体
相
入
が
釈
さ
れ
て
ゆ
く
。
一
方
、『
探
玄
記
』
の
本
段
（
同
体
相
入
）
に
記
さ
れ

る
同
体
の
釈
は
、「
法
界
縁
起
章
」
の
同
体
の
釈
を
簡
潔
に
ま
と
め
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

七
同
体
相
入
義
、
謂
前
一
縁
所
具
多
一
与
彼
一
縁
体
無
別
故
名
為
同
体
、
…
…

（
七
に
同
体
相
入
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
一
縁
に
具
う
る
所
の
多
の
一
と
彼
の
一
縁
と
の
体
は
無
別
な
る
が
故
に
名
づ
け
て
同

体
と
為
し
、
…
…
）

二
九
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「
法
界
縁
起
章
」
で
の
、
一
縁
の
一
は
多
箇
を
具
え
る
一
（
多
の
一
）
で
あ
り
、
多
一
は
本
一
と
体
無
差
別
で
あ
る
と
い
う
解
釈
を
、

『
探
玄
記
』
で
は
一
縁
と
多
縁
と
の
体
無
別
と
い
う
文
に
ま
と
め
て
い
る
と
受
け
取
れ
る
。

以
上
の
記
述
か
ら
も
「
法
界
縁
起
章
」
を
改
訂
し
て
『
探
玄
記
』
に
取
り
入
れ
る
際
に
、
本
来
な
ら
ば
同
体
の
釈
を
外
す
べ
き
と

こ
ろ
を
、
誤
っ
て
「
法
界
縁
起
章
」
の
文
面
を
そ
の
ま
ま
改
訂
し
て
載
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と

は
、『
探
玄
記
』
で
は
右
の
部
分
に
次
い
で
「
先
に
相
入
を
明
か
さ
ば
」
と
い
う
一
文
が
続
い
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
裏
付
け
ら

れ
よ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
法
蔵
が
「
法
界
縁
起
章
」
を
下
書
き
と
し
て
そ
れ
を
改
訂
し
つ
つ
『
探
玄
記
』
の
本
段
を
執
筆

し
た
と
い
う
こ
と
を
裏
付
け
る
こ
と
に
も
な
る
が
、
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
に
さ
ら
に
検
討
し
た
い
。

『
探
玄
記
』
の
本
文
に
戻
る
と
、
続
い
て
右
に
触
れ
た
よ
う
に
「
先
に
相
入
を
明
か
さ
ば
」
と
、
同
体
相
入
の
義
が
、
一
縁
と
多

縁
と
の
「
有
力－

無
力
」
が
「
依－
持
」
の
関
係
に
よ
っ
て
摂
入
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、「
法
界
縁
起
章
」
で
の
同
体
相
入
は
、
次
の
よ
う
に
本
一
と
多
一
と
の
「
有
力－

無
力
」
が
、「
依－

持
」
の
関

係
に
よ
っ
て
容
入
す
る
と
語
ら
れ
て
い
る
。

依
持
容
入
者
、
謂
此
本
一
有
力
、
能
持
彼
多
箇
一
。
故
本
一
中
容
彼
多
一
。
多
一
無
力
依
本
一
故
。
是
故
多
一
入
本
一
中
。
是

即
無
不
容
多
一
之
本
一
、
亦
無
不
入
本
一
之
多
一
。

如
本
一
有
力
為
持
、
多
一
無
力
為
依
、
容
入
既
爾
、
多
一
有
力
為
持
、
本
一
無
力
為
依
、
容
入
亦
爾
。
是
即
無
不
容
本
一
之
多

一
、
無
不
入
多
一
之
本
一
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
依
持
容
入
と
は
、
謂
く
此
の
本
の
一
有
力
な
れ
ば
、
能
く
彼
の
多
箇
の
一
を
持
す
。
故
に
本
の
一
の
中
に
彼
の
多
の
一
を
容

る
。
多
の
一
無
力
な
れ
ば
本
の
一
に
依
れ
る
が
故
な
り
。
是
の
故
に
多
の
一
は
本
の
一
の
中
に
入
る
。
是
れ
即
ち
多
の
一
に
容

三
〇
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れ
ざ
る
の
本
の
一
無
く
、
亦
た
本
の
一
を
入
れ
ざ
る
の
多
の
一
も
無
し
。

本
の
一
有
力
な
れ
ば
持
と
為
し
、
多
の
一
無
力
な
れ
ば
依
と
為
り
て
、
容
入
す
る
こ
と
既
に
爾
き
が
如
く
、
多
の
一
有
力
な
れ

ば
持
と
為
り
、
本
の
一
無
力
な
れ
ば
依
と
為
り
て
、
容
入
す
る
こ
と
亦
た
爾
し
。
是
れ
即
ち
本
の
一
を
容
れ
ざ
る
の
多
の
一
無

く
、
多
の
一
を
入
れ
ざ
る
の
本
の
一
も
無
き
な
り
。）

『
探
玄
記
』
の
記
述
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
「
本
一
と
多
一
」
を
「
一
縁
と
多
縁
」
に
、「
容
入
」
を
「
摂
入
」
に
改
め
た
上
で
、

文
章
全
体
を
簡
潔
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
『
探
玄
記
』
で
の
改
訂
は
異
体
門
の
相
入
の
解
釈
に
術
語
を
合
わ
せ
た
も
の

で
あ
り
、「
法
界
縁
起
章
」
で
は
異
体
相
入
の
項
で
は
「
依－

持
」、「
摂
入
」
が
当
て
ら
れ
て
い
る
た
め
、
同
体
相
入
の
項
と
用
語

が
不
一
致
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
改
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
『
探
玄
記
』
で
は
最
後
の
四
句
の
分
別
は
前
に
準
じ
る
こ
と
を
以

て
終
え
ら
れ
て
い
る
。

⑧　

同
体
相
即
義

次
に
八
「
同
体
相
即
義
」
は
、
五
の
「
異
体
相
即
義
」
で
の
解
釈
と
同
様
に
、「
法
界
縁
起
章
」
で
為
さ
れ
て
い
た
「
無
性－

有

体
」
の
対
応
に
よ
る
釈
は
取
ら
れ
て
い
な
い
。

八
同
体
相
即
義
、
謂
前
一
縁
所
具
多
一
、
亦
有
有
体
無
体
義
故
亦
相
即
。
以
多
一
無
体
由
本
一
成 

多
即
一
也
。
由
本
一
有
体

能
作
多
令
一
摂
多
。
如
一
有
多
空
既
爾
、
多
有
一
空
亦
然
。
余
義
余
句
、
並
准
前
思
之
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
下
）

（
八
に
同
体
相
即
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
一
縁
に
具
う
る
所
の
多
一
に
、
亦
た
有
体
無
体
の
義
有
る
が
故
に
亦
た
相
即
す
。
多

三
一



 157法蔵華厳思想に於ける縁起相由の研究 ─ 『華厳経探玄記』篇（上）（舘野）

一
無
体
な
れ
ば
本
一
に
由
る
を
以
て 

多
即
一
を
成
ず
る
な
り
。
本
一
有
体
な
れ
ば
能
く
多
を
作
す
に
由
り
て
一
を
し
て
多
を

摂
せ
し
む
。
一
有
に
し
て
多
の
空
な
る
こ
と
既
に
爾
き
が
如
く
、
多
有
に
し
て
一
の
空
な
る
こ
と
も
亦
た
然
り
。
余
の
義
余
の

句
は
、
並
び
に
前
に
准
じ
て
之
を
思
う
べ
し
。）

そ
し
て
、
こ
こ
で
初
め
て
「
法
界
縁
起
章
」
の
同
体
門
で
用
い
ら
れ
て
い
た
「
本
一
」
の
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。「
法
界
縁
起

章
」
で
、
こ
の
「
本
一
」
が
使
わ
れ
た
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

二
諸
縁
互
応
門
者
、
謂
衆
縁
之
中
、
以
於
一
縁
応
多
縁
故
、
各
与
彼
多
全
為
其
一
。
是
故
此
一
具
多
箇
一
。
然
此
多
一
雖
由
本

一
、
応
多
縁
故
有
此
多
一
、
然
与
本
一
体
無
差
別
、
是
故
名
為
同
体
門
也
。 

（
大
正
四
五
・
六
二
〇
中
）

（
二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
、
謂
く
衆
縁
の
中
、
一
縁
に
於
い
て
多
縁
に
応
ず
る
を
以
て
の
故
に
、
各
ゝ
は
彼
の
多
の
与
め
に
全

て
其
れ
一
と
為
る
。
是
の
故
に
此
の
一
は
多
箇
を
具
う
る
の
一
な
り
。
然
し
て
此
の
多
の
一
は
本
の
一
に
由
る
と
雖
も
、
多
縁

に
応
ず
る
が
故
に
此
の
多
の
一
有
り
て
、
然
し
て
本
の
一
と
体
無
差
別
な
り
て
、
是
の
故
に
名
づ
け
て
同
体
門
と
為
す
な
り
。）

試
み
に
こ
れ
を
訳
し
て
み
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

二
に
諸
縁
互
応
門
と
は
以
下
の
意
味
で
あ
る
。
衆
々
の
縁
の
中
で
一
縁
が
多
縁
に
応
ず
る
こ
と
に
よ
る
故
に
、
各
々
は
そ
の
多

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
全
体
が
一
と
な
る
。
そ
れ
故
こ
の
一
は
多
く
の
一
を
具
え
た
一
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
多
の
一
は

本
の
一
に
由
る
も
の
で
あ
る
が
、
多
縁
に
応
ず
る
と
い
う
こ
と
の
故
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
本
の
一
と
（
多
の
一

三
二
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と
）
は
体
に
お
い
て
無
差
別
で
あ
る
故
に
同
体
門
と
名
付
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

多
縁
と
一
縁
は
、
多
一
と
本
一
の
対
応
と
同
意
味
の
も
の
で
あ
り
、
本
一
と
は
、
多
の
一
を
具
え
る
も
の
と
し
て
の
一
縁
と
同
じ

意
味
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
探
玄
記
』
の
内
容
に 

戻
る
と
、
多
の
一
が
無
体
で
あ
れ
ば
本
の
一
に
由
る
ゆ
え
多
即
一
が
成
立
し
、
本
一
が
有
体
で
あ
れ
ば

（
そ
の
中
に
）
多
を
成
立
さ
せ
る
こ
と
に
由
っ
て
一
摂
多
と
な
る
と
し
て
、
本
一
と
多
一
の
有
体
・
無
体
に
よ
っ
て
多
即
一
、
一
摂
多

が
示
さ
れ
て
い
る
。
や
は
り
こ
こ
で
初
め
て
「
有
体－

無
体
」
を
、「
有－

空
」
の
関
係
で
捉
え
る
解
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か

し
こ
こ
で
の
空
は
「
法
界
縁
起
章
」
の
異
体
相
即
で
示
さ
れ
て
い
た
有
体
＝
有
、
無
性
＝
空
と
い
う
対
応
に
於
け
る
、
法
性
、
理
性

を
連
想
さ
せ
る
「
空
」
で
は
な
く
、「
無
体
」
の
謂
と
し
て
の
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

⑨　

倶
融
無
礙
義

第
九
の
「
倶
融
無
礙
義
」
は
次
の
よ
う
に
、
異
体
門
に
準
ず
る
こ
と
が
示
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

九
倶
融
無
礙
義
、
謂
亦
同
前
体
用
双
融
、
即
入
自
在
、
亦
有
六
句
、
准
前
応
知
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
下
）

（
九
に
倶
融
無
礙
の
義
と
は
、
謂
く
亦
た
前
の
体
用
双
融
、
即
入
自
在
に
同
じ
な
り
て
、
亦
た
六
句
有
る
こ
と
も
、
前
に
准
じ

て
応
に
知
る
べ
し
。）

そ
し
て
さ
ら
に
、
以
上
の
同
体
門
に
対
す
る
ま
と
め
の
句
が
置
か
れ
て
い
る
。

三
三
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如
上
三
門
於
前
第
二
同
体
門
中
辨
義
理
竟
。 

（
同
前
）

（
如
上
の
三
門
は
前
の
第
二
同
体
門
の
中
に
於
け
る
も
の
に
し
て
義
理
を
辨
ず
る
こ
と
竟
れ
り
。）

⑩　

同
異
円
備
義

最
後
に
第
十
と
し
て
「
同
異
円
備
義
」
が
説
か
れ
る
。

十
同
異
円
備
義
、
謂
以
前
九
門
総
合
為
一
大
縁
起
故
、
致
令
多
種
義
門
同
事
具
足
也
。

由
住
一
遍
応
故
有
広
狭
自
在
也
。

由
就
体
就
用
故
有
相
即
・
相
入
也
。

由
一
摂
多
時
為
顕
、
令
一
入
多
為
隠
。
多
摂
一①

入
亦
爾
。
又
就
用
相
入
為
顕
、
令
就
体
相
即
為
隠
。
顕
入
隠
亦
然
。
又
異
門
即

入
為
顕
、
令
同
体
為
隠
。
同
顕
異
隠
亦
爾
。

又
由
以
異
門
摂
同
体
中
相
入
義
故
現
微
細
門
也
。

由
異
体
相
入
帯
同
体
相
入
故
有
重
重
無
尽
帝
網
門
也
。

由
此
大
縁
起
法
即
無
礙
法
界
法
門
故
有
託
事
顕
法
門
也
。

由
此
融
通
自
在
、
今
依
此
法
上
所
辨
時
法
亦
随
此
無
礙
自
在
故
有
十
世
門
也
。

由
此
法
門
同
一
縁
起
相
帯
起
故
、
随
一
門
必
具
一
切
故
有
主
伴
門
也
。

此
之
一
門
於
前
第
三
門
中
以
辨
義
理
。

上
来
十
義
総
是
縁
起
相
由
門
竟
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
四
上
）

三
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①　
「
一
入
」
は
甲
本
、
乙
本
に
無
し

（
十
に
同
異
円
備
の
義
と
は
、
謂
く
前
の
九
門
を
以
て
総
じ
合
し
て
一
大
縁
起
と
為
る
が
故
に
、
多
種
の
義
門
を
し
て
同
事
に

具
足
せ
し
む
る
を
致
す
な
り
。

一
に
住
し
て
遍
く
応
ず
る
に
由
る
が
故
に
広
狭
自
在
有
る
な
り
。

体
に
就
き
用
に
就
く
に
由
る
が
故
に
相
即
・
相
入
有
る
な
り
。

一
、
多
を
摂
す
る
時
、
顕
と
為
る
に
由
り
て
、
一
を
し
て
多
に
入
ら
し
む
る
を
隠
と
為
す
。
多
の
摂
す
る
と
一
の
入
る
る
こ
と

も
亦
た
爾
し
。
又
た
用
に
就
き
て
相
入
す
る
を
顕
と
為
し
、
体
に
就
き
て
相
即
せ
し
む
る
を
隠
と
為
す
。
顕
と
入
の
隠
も
亦
た

然
な
り
。
又
た
異
門
の
即
入
を
顕
と
為
し
、
同
体
を
し
て
隠
為
ら
し
む
。
同
の
顕
、
異
の
隠
も
亦
た
爾
し
。

又
た
異
門
を
以
て
同
体
の
中
に
摂
す
る
相
入
の
義
に
由
る
が
故
に
微
細
門
を
現
ず
る
な
り
。

異
体
の
相
入
に
同
体
の
相
入
を
帯
す
る
に
由
る
が
故
に
重
重
無
尽
の
帝
網
門
有
る
な
り
。

此
の
大
縁
起
の
法
は
即
ち
無
礙
法
界
法
門
な
る
に
由
る
が
故
に
託
事
顕
法
門
有
る
な
り
。

此
の
融
通
自
在
に
由
ら
ば
、
今
、
此
の
法
の
上
に
依
り
て
辨
ず
る
所
の
時
法
も
亦
た
此
に
随
い
て
無
礙
自
在
な
る
が
故
に
十
世

門
有
る
な
り
。

此
の
法
門
は
同
一
縁
起
に
相
い
帯
し
て
起
る
に
由
る
が
故
に
、
一
門
に
随
わ
ば
必
ず
一
切
を
具
す
る
が
故
に
主
伴
門
有
る
な
り
。

此
の
一
門
は
前
の
第
三
門
の
中
に
於
い
て
以
て
辨
ず
る
義
理
な
り
。

上
来
の
十
義
に
て
総
じ
て
是
の
縁
起
相
由
門
竟
れ
り
。）

第
十
門
は
以
上
九
門
を
総
合
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
し
た
上
で
十
玄
を
配
当
し
た
解
釈
を
行
っ
て
お
り
、
一
見
す
る
と
『
華
厳
経

三
五
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旨
帰
』
の
用
法
を
再
び
取
り
入
れ
た
の
か
と
み
え
る
。
し
か
し
『
旨
帰
』
で
は
事
法
と
理
性
の
無
礙
を
顕
す
も
の
と
し
て
の
「
十
無

礙
」
が
当
て
ら
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、『
探
玄
記
』
で
説
か
れ
る
十
玄
に
は
こ
の
よ
う
な
意
味
は
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
十
玄

門
の
思
想
形
成
に
関
す
る
別
稿
で
詳
し
く
調
査
す
る
予
定
で
あ
る
が
、『
探
玄
記
』
は
絶
対
の
事
と
理
事
融
通
（
法
性
融
通
）
の
そ
れ

ぞ
れ
が
独
立
し
た
内
容
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
て
、『
旨
帰
』
の
十
無
礙
の
趣
旨
と
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
一
見
す
る

と
共
通
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
『
旨
帰
』
に
於
け
る
も
の
と
は
そ
の
内
容
が
大
き
く
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
箇
所
は
「
法
界
縁
起
章
」
に
は
相
当
す
る
部
分
が
無
く
、『
探
玄
記
』
で
増
補
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
以
下
で
は
必
要

に
応
じ
て
『
旨
帰
』
を
対
比
さ
せ
て
見
て
ゆ
く
。
た
だ
し
、
十
無
礙
と
十
玄
と
の
対
比
は
別
稿
に
譲
る
た
め
直
接
そ
の
内
容
に
は
関

わ
ら
な
い
こ
と
に
す
る
。
な
お
『
旨
帰
』
の
「
縁
起
相
由
力
」
に
於
け
る
十
無
礙
と
の
対
応
を
図
で
示
し
て
お
き
た
い
。

〈
図
四
〉『
華
厳
経
旨
帰
』
で
の
縁
起
相
由
と
十
無
礙
と
の
対
応

用
に
約
す
有
力
・
無
力 

相
入

体
に
約
す
全
体
の
空
有 

相
即

異
体
相
容 

微
細
義

異
体
相
是 

隠
顕
義

同
体
相
入 

一
多
無
礙

同
体
相
即 

広
狭
無
礙

異
体
摂
同 

帝
網
無
礙

三
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現
於
時
中 

十
世
義

縁
起
無
性 

性
相
無
礙

相
関
互
摂 

主
伴
無
礙

以
下
、『
探
玄
記
』
の
内
容
を
逐
っ
て
行
く
。

ま
ず
「
同
異
円
備
」
と
は
、
以
上
九
門
を
総
合
し
て
一
大
縁
起
と
な
る
ゆ
え
に
、
多
種
の
義
門
を
同
事
に
具
足
さ
せ
る
こ
と
を
極

め
尽
く
す
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
る
。
こ
こ
に
配
当
さ
れ
て
い
る
「
同
事
具
足
相
応
門
」
は
、『
文
義
綱
目
』
と
『
五
教

章
』
で
は
第
一
に
「
総
」
と
し
て
置
か
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
『
旨
帰
』
に
至
っ
て
除
去
さ
れ
、『
探
玄
記
』
で
再
び
取
り
入
れ
ら

れ
、
こ
こ
で
は
全
体
を
総
じ
合
す
る
立
場
に
置
か
れ
て
い
る
。
本
稿
は
十
玄
に
対
す
る
考
察
で
は
な
い
の
で
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、

し
か
し
こ
の
よ
う
な
「
同
事
具
足
相
応
門
」
の
扱
わ
れ
方
の
流
れ
を
見
た
だ
け
で
も
、
単
純
に
「
古
十
玄
」、「
新
十
玄
」
と
規
定
す

る
こ
と
や
、
ま
た
法
蔵
の
各
著
述
を
並
列
的
に
置
い
て
論
ず
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

第
二
に
「
一
に
住
し
て
遍
く
応
ず
る
に
由
る
が
故
に
広
狭
自
在
有
る
な
り
」
と
、
住
一
遍
応
が
「
広
狭
自
在
無
礙
門
」
と
さ
れ
る
。

第
三
に
「
体
に
就
き
用
に
就
く
に
由
る
が
故
に
相
即
・
相
入
有
る
な
り
」
と
、
体
と
用
が
「
一
多
相
容
不
同
門
」
と
「
諸
法
相
即

自
在
門
」
の
二
門
に
当
て
ら
れ
て
い
る
が
、
相
即
が
体
、
相
入
が
用
に
配
さ
れ
る
の
は
当
然
で
あ
り
、『
旨
帰
』
で
も
こ
れ
は
同
様

で
あ
る
。

第
四
に
「
隠
密
顕
了
倶
成
門
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
本
段
で
最
も
多
く
の
文
言
が
当
て
ら
れ
、
全
体
が
三
段
か
ら
な
っ
て
い
る
。

第
一
段
は
、

三
七
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一
、
多
を
摂
す
る
時
を
顕
と
為
す
に
由
り
て
、
一
を
し
て
多
に
入
ら
し
む
を
隠
と
為
す
。
多
の
摂
す
る
と
一
の
入
る
る
こ
と
も

亦
た
爾
し
。

と
、
一
摂
多
の
と
き
一
は
顕
、
多
入
一
の
と
き
は
隠
と
な
り
、
そ
の
逆
も
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
第
二
段
は
、

又
た
用
に
就
き
て
相
入
す
る
を
顕
と
為
し
、
体
に
就
き
て
相
即
せ
し
む
る
を
隠
と
為
す
。
顕
と
、
入
の
隠
も
亦
た
然
な
り
。

相
入
す
る
の
を
顕
、
相
即
さ
せ
る
の
を
隠
と
し
、
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
る
と
す
る
。
次
に
第
三
段
は
、

又
た
異
門
の
相
入
を
顕
と
為
し
、
同
体
を
し
て
隠
と
為
ら
し
む
。
同
の
顕
、
異
の
隠
も
亦
た
爾
し
。

と
、
異
門
相
入
が
顕
、
同
体
が
隠
と
し
、
そ
の
逆
も
同
様
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
第
一
段
で
は
相
入
に
於
け
る
一
と
多
の
関
係
、
第
二
段
で
は
相
即
（
体
）
と
相
入
（
力
）
と
の
関
係
、
第
三
段
で

は
異
体
の
相
即
・
相
入
と
同
体
の
相
即
・
相
入
と
の
関
係
が
そ
れ
ぞ
れ
隠
と
顕
と
の
在
り
方
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
を
説
い

て
い
る
が
、
こ
れ
と
『
探
玄
記
』
の
十
玄
で
の
「
隠
密
顕
了
倶
成
門
」
の
所
説
（
大
正
三
五
・
一
二
三
下
）
で
あ
る
「
顕
と
顕
と
は
倶

な
ら
ず
、
隠
と
隠
と
も
並
ば
ず
」
と
を
合
わ
せ
て
考
察
す
る
な
ら
ば
、「
有
力－

無
力
」、「
有
体－

無
体
」、「
主－

伴
」
の
在
り
方

と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
在
り
方
が
相
即
・
相
入
の
成
立
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
解
釈
が
長
く
な
っ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
（
6
）。

三
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第
五
に
「
又
た
異
門
を
以
て
同
体
の
中
に
摂
す
る
義
に
由
る
が
故
に
微
細
門
を
現
ず
る
な
り
」
と
、
同
体
入
異
体
が
「
微
細
相
容

安
立
門
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

第
六
に
「
異
体
の
相
入
に
同
体
の
相
入
を
帯
す
る
に
由
る
が
故
に
重
重
無
尽
の
帝
網
門
有
る
な
り
」
と
、
同
体
の
相
入
と
異
体
の

相
入
が
一
緒
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
重
重
無
尽
の
「
因
陀
羅
網
法
界
門
」
で
あ
る
と
す
る
。

第
七
に
「
此
の
大
縁
起
の
法
は
即
ち
無
礙
法
界
法
門
な
る
に
由
る
が
故
に
託
事
顕
法
生
解
門
有
る
な
り
」
と
す
る
が
、
こ
の
「
託

事
顕
法
」
の
「
法
」
は
『
探
玄
記
』
の
十
玄
で
の
「
託
事
顕
法
生
解
門
」
の
釈
に
拠
れ
ば
「
法
界
」
の
謂
で
あ
り
、
故
に
「
事
に
託

し
て
法
界
が
生
ず
る
」、
法
界
即
事
の
意
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
こ
の
一
文
を
試
訳
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
大
縁
起
の
事
法
は
そ
の
ま
ま
無
礙
法
界
法
門
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
託
事
顕
法
生
解
門
が
あ
る
。

と
な
る
内
容
で
あ
る
。

第
八
に
「
此
の
融
通
自
在
に
由
ら
ば
、
今
、
此
の
法
の
上
に
依
り
て
辨
ず
る
所
の
時
法
も
亦
た
此
に
随
い
て
無
礙
自
在
な
る
が
故

に
十
世
門
有
る
な
り
」、
事
法
と
し
て
分
別
さ
れ
る
時
と
い
う
も
の
も
無
礙
自
在
と
な
る
故
に
「
十
世
隔
法
異
成
門
」
が
あ
る
と
さ

れ
る
。

第
九
に
「
此
の
法
門
は
同
一
縁
起
に
相
い
帯
し
て
起
こ
る
に
由
る
が
故
に
、
一
門
に
随
わ
ば
必
ず
一
切
を
具
す
る
が
故
に
主
伴
門

有
る
な
り
」
と
、
こ
の
法
門
は
そ
れ
ぞ
れ
共
に
生
起
し
て
い
る
故
に
、
主－
伴
の
在
り
方
に
よ
っ
て
、
一
門
を
取
り
上
げ
れ
ば
必
ず

他
の
一
切
を
具
え
て
い
る
と
さ
れ
る
。

最
後
に
「
此
の
一
門
は
前
の
第
三
門
の
中
に
於
い
て
以
て
辨
ず
る
義
理
な
り
」
と
、
こ
の
「
同
異
円
備
」
が
先
に
分
類
し
た
中
の

三
九
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第
三
「
倶
存
無
礙
」
の
義
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

以
上
こ
の
「
同
異
円
備
義
」
の
全
体
を
『
旨
帰
』
と
対
比
す
る
な
ら
ば
、『
旨
帰
』
で
は
同
体
・
異
体
の
相
即
・
相
入
に
十
無
礙

を
当
て
る
と
い
う
、
固
定
的
な
分
類
を
当
て
は
め
よ
う
と
し
た
姿
勢
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
該
当
し
切
れ
な
い
も
の
が
出
て
き

て
い
た
の
が
、
こ
こ
で
は
縁
起
の
「
多
種
の
義
門
」
が
「
同
時
に
具
足
」
し
て
い
る
中
か
ら
十
の
在
り
方
を
取
り
上
げ
て
示
す
と
い

う
、『
旨
帰
』
に
比
し
て
柔
軟
な
対
応
に
よ
る
説
示
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
わ
か
る
。

さ
て
以
上
で
第
一
「
縁
起
相
由
故
」
の
解
釈
が
終
わ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
九
門
に
つ
い
て
は
、『
旨
帰
』
の
十
由
に
譲
ら

れ
て
い
る
。

余
門
如
指
帰
中
説
。 

（
大
正
三
五
・
一
二
五
上
）

（
余
門
は
『
指
帰
』
の
中
に
説
け
る
が
如
し
。）

本
稿
の
「
二
、『
探
玄
記
』
の
十
由
」
の
〈
図
二
〉
で
対
比
し
た
よ
う
に
、
名
目
が
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
さ
ら
に
解
釈
を
加
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
項
目
と
し
て
、
七
「
果
徳
円
極
故
」
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
そ
の
説
明
を
全
て
譲
る
こ
と
で
終
わ
ら

せ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
最
晩
年
に
急
遽
、
改
訂
を
行
っ
て
い
る
様
子
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。『
探
玄
記
』
で
の
十
由
に

対
す
る
改
訂
は
、
取
り
あ
え
ず
急
ぎ
こ
の
縁
起
相
由
だ
け
は
行
い
た
い
と
判
断
し
た
ゆ
え
と
み
え
る
が
、
よ
り
積
極
的
に
い
う
な
ら

ば
、
こ
の
「
縁
起
相
由
」
だ
け
は
ど
う
し
て
も
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
（
7
）。『

探
玄
記
』
で
行

わ
れ
た
改
訂
は
、
一
つ
に
は
順
列
・
名
目
が
改
め
ら
れ
て
一
項
目
が
変
更
さ
れ
た
こ
と
、
二
つ
に
は
「
縁
起
相
由
故
」
の
内
容
が
改

四
〇
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め
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
後
者
の
改
訂
は
、
一
旦
、「
法
界
縁
起
章
」
を
著
し
、
さ
ら
に
そ
れ
に
改
訂
を
加
え
る
と
い
う
、
短
い

間
に
改
訂
を
重
ね
た
作
業
と
見
受
け
ら
れ
る
。
で
は
な
ぜ
、『
探
玄
記
』
で
『
三
宝
章
』
の
「
十
世
章
」
や
「
三
宝
章
」
に
解
釈
を

譲
る
と
し
て
い
る
の
と
同
様
に
、「
法
界
縁
起
章
」
に
譲
る
と
で
き
ず
改
定
を
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
章
を
改

め
て
考
察
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

※
以
上
の
考
察
に
基
づ
い
て
『
探
玄
記
』
に
於
け
る
法
蔵
の
思
想
的
立
場
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
が
、
す
で
に
規
定
の
文
字

数
を
超
え
て
い
る
た
め
、
そ
の
考
察
と
結
論
に
つ
い
て
は
、
縁
起
相
由
の
思
想
形
成
に
対
す
る
一
連
の
論
考
に
対
す
る
総
結
と
併

せ
、
機
会
を
改
め
て
発
表
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

【
註
】

（
1
） 『
無
限
の
世
界
観
〈
華
厳
〉』
第
三
章
「
華
厳
思
想
の
至
境
」
に
於
い
て
、「
華
厳
思
想
の
究
極
は
法
界
縁
起
で
あ
る
。」（
一
一
五
頁
。
文

庫
一
三
七
頁
）。「
華
厳
の
法
界
縁
起
は
無
尽
縁
起
で
あ
る
。」（
一
二
三
頁
。
文
庫
一
四
六
頁
）。
縁
起
相
由
は
無
尽
縁
起
を
可
能
な
ら
し
め
る

根
拠
で
あ
り
、
無
尽
縁
起
成
立
の
基
礎
で
あ
る
（
一
二
八
〜
一
二
九
頁
。
文
庫
一
五
三
頁
の
抜
粋
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
2
） 

本
攷
は
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
上
）」（『
桜
文
論
叢
』
六
八
巻
、
二
〇
〇
七
年
二
月
）、

「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
『
華
厳
五
教
章
』
篇
（
下
）
及
び
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
篇
」（
同
、
七
〇
巻
、
二
〇
〇
八

年
一
月
）、「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
│
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」（
同
、
七
八
巻
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
）、「
法

蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
│
「
法
界
縁
起
章
」
篇
」（
同
、
八
一
巻
、
二
〇
一
一
年
一
二
月
）
に
連
続
し
た
考
察
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
用
い
る
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
原
文
は
底
本
に
大
正
蔵
経
三
五
巻
所
収
の
も
の
を
用
い
、
甲
本
、
乙
本
と
の
校
異
は
そ
の

脚
註
に
記
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
加
え
て
『
大
日
本
続
蔵
経
』
第
一
輯
、
第
四
套
、
第
一
冊
に
収
め
ら
れ
る
も
の
と
の
校
異
も
記
し
た
。

ま
た
、『
華
厳
五
教
章
』
の
引
用
に
つ
い
て
は
和
本
を
用
い
た
鎌
田
茂
雄
氏
の
『
華
厳
五
教
章
』
を
使
用
し
、
参
考
と
し
て
大
正
蔵
経
四
五
巻

の
頁
数
を
記
す
こ
と
に
す
る
。

四
一



 147法蔵華厳思想に於ける縁起相由の研究 ─ 『華厳経探玄記』篇（上）（舘野）

（
3
） 

こ
の
名
称
は
巻
頭
の
列
名
中
に
於
い
て
は
「
文
義
の
分
斉
を
辨
ず
」（
大
正
三
五
・
一
〇
七
中
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
4
） 

註（
1
）の
「
法
蔵
華
厳
思
想
に
於
け
る
縁
起
相
由
の
研
究
（
第
二
）
│
『
華
厳
経
旨
帰
』
篇
」
参
照
。

（
5
） 

坂
本
幸
男
氏
は
十
由
の
中
で
、「
な
か
ん
ず
く
最
も
論
理
的
に
構
成
せ
ら
れ
て
い
る
の
は
縁
起
相
由
の
構
造
で
あ
り
、
し
か
も
法
界
縁
起

章
よ
り
『
探
玄
記
』
の
方
が
よ
り
一
層
整
っ
て
い
る
」（『
大
乗
仏
教
の
研
究
』
五
〇
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

（
6
） 
小
林
實
玄
氏
は
「
な
お
、
こ
の
う
ち
の
隠
顕
の
解
釈
、
即
ち
一
と
多
と
の
隠
顕
、
体
と
用
、
即
と
入
、
異
と
同
、
等
の
隠
顕
の
理
論
は
、

さ
き
の
相
由
・
不
相
由
、
待
縁
・
不
待
縁
、
有
体
無
体
・
有
力
無
力
等
の
縁
起
の
論
理
以
外
に
こ
の
「
事
法
」
の
縁
起
を
成
立
せ
し
め
る
た

め
の
重
要
な
論
理
と
し
て
、
殊
に
注
意
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
（「
法
界
縁
起
の
研
究　

序
説
」
二
〇
頁
上
）。

（
7
） 

湯
次
了
栄
氏
は
「
賢
首
は
縁
起
門
を
以
て
主
と
な
す
が
ゆ
え
、
縁
起
相
由
の
一
門
を
殊
に
詳
し
く
説
明
し
、
他
の
九
門
を
略
せ
り
」（『
華

厳
大
系
』
四
八
二
頁
）
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

【
参
考
文
献
】

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
五
年
三
月

　

同 

『
無
限
の
世
界
観
〈
華
厳
〉』
角
川
書
店
、
一
九
六
九
年
一
月
（
角
川
文
庫
、
一
九
九
六
年
十
月
）

　

同 

『
華
厳
五
教
章
』
仏
典
講
座
二
八
、
大
蔵
出
版
、
一
九
七
五
年
五
月

川
田
熊
太
郎
・
中
村 

元
編
著
『
華
厳
思
想
』
法
蔵
館
、
一
九
六
〇
年
二
月

木
村
清
孝
『
初
期
中
国
華
厳
思
想
の
研
究
』
春
秋
社
、
一
九
七
七
年
一
〇
月

　

同 

『
人
物 

中
国
の
仏
教 

法
蔵
』
大
蔵
出
版
、
一
九
九
一
年
七
月

　

同 

『
中
国
華
厳
思
想
史
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
九
四
年
三
月

坂
本
幸
男
『
華
厳
教
学
の
研
究
』
平
楽
寺
書
店
、
一
九
五
六
年
三
月

　

同 

『
大
乗
仏
教
の
研
究
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
〇
年
九
月

湯
次
了
栄
『
華
厳
大
系
』
龍
谷
大
学
出
版
部
、
一
九
二
三
年
八
月
増
訂
三
版

吉
津
宜
英
『
華
厳
一
乗
思
想
の
研
究
』
大
東
出
版
社
、
一
九
九
一
年
七
月

鍵
主
良
敬
「
華
厳
経
探
玄
記
解
題
」『
国
訳
一
切
経
、
和
漢
撰
述
部
、
経
疏
部
十
、
華
厳
経
探
玄
記
』、
大
東
出
版
社
、
一
九
八
四
年
四
月

鎌
田
茂
雄
「
中
国
の
華
厳
思
想
」
講
座
東
洋
思
想
6
『
仏
教
思
想
』
Ⅱ
、
第
四
章
、
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
六
七
年
八
月

　

同 

「
法
界
縁
起
と
存
在
論
」
講
座
『
仏
教
思
想
』
第
一
巻
（
存
在
論
・
時
間
論
）、
第
三
章
、
理
想
社
、
一
九
七
四
年
四
月

四
二
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小
林
實
玄
「
法
界
縁
起
の
研
究 

序
説
」『
南
都
仏
教
』
一
九
、一
九
六
六
年
一
二
月

　

同 

「
華
厳
法
蔵
の
事
伝
に
つ
い
て
」『
南
都
仏
教
』
三
六
、一
九
七
六
年
七
月

舘
野
正
生
「『
文
義
綱
目
』
と
『
探
玄
記
』
と
の
対
比
よ
り
見
た
法
蔵
教
学
の
推
移
」『
仏
教
学
年
報
』
駒
澤
大
学
大
学
院
、
一
九
九
五
年
五
月

 

「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
文
義
綱
目
』
の
研
究
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
四
七
・
一
、一
九
九
八
年
一
二
月

 
「
法
蔵
撰
「
法
界
縁
起
章
」
の
研
究
」『
南
都
仏
教
』
七
四
・
七
五
、一
九
九
七
年
一
二
月

※ 

本
稿
の
初
校
直
前
に
櫻
井
唯
氏
に
よ
る
「
法
蔵
撰
『
華
厳
経
探
玄
記
』
の
成
立
に
関
す
る
一
考
察
│
『
文
義
綱
目
』
と
の
比
較
を
通
し
て
│
」

（『
論
叢
ア
ジ
ア
の
文
化
と
思
想
』
第
二
七
号
、
二
〇
一
九
年
一
月
）
が
刊
行
さ
れ
た
。
こ
こ
で
櫻
井
氏
は
、『
文
義
綱
目
』
は
初
期
に
著
さ
れ

た
『
探
玄
記
』
か
ら
の
抜
粋
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
、『
探
玄
記
』
は
そ
の
後
、
改
訂
さ
れ
続
け
た
が
、『
探
玄
記
』
の
懸
談

で
あ
る
巻
一
は
、
随
文
解
釈
で
あ
る
巻
二
以
降
と
比
し
て
大
き
な
改
定
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
、
対
照
表
を
掲
載
し
両
書

を
詳
細
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
確
に
さ
れ
、『
探
玄
記
』
成
立
に
関
す
る
研
究
の
大
き
な
進
展
を
示
さ
れ
て
い
る
。

四
三
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